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新型コロナウイルス感染症対策、特別定額給付金給付事業等により、歳入・歳
出とも過去最大規模となりました。

※(　)内の金額は、前年度との比較

歳出総額
７２７億４，８０１万円

対前年度比
１４２億３，２６０万円増

歳入総額
７４５億８，２３１万円

対前年度比
１３６億１，０９５万円増

217億1,386万円(140億4,786万円増)
国からの補助金

166億4,281万円(2億9,173万円減)
皆さんが納めた市民税、固定資産
税、軽自動車税など

155億6,864万円(1億653万円増)
地域で生活に違いが出ないよう、人口
や税収に応じて国から配られるお金

33億9,388万円(2億337万円増)
国や県が集めた税金のうち、市
町村に配られるお金

37億7,055万円(3億9,919万円減)
県からの補助金

54億2,017万円(2億6,613万円減)
市が必要な事業をするために国や
金融機関などから借りるお金

38億495万円(1億8,673万円増)
諸収入、寄付金、財産収入、繰越金

73億5,418万円(27億1,073万円増)
予防接種、母子保健、健康増進や
ごみ、し尿の処理など

194億6,276万円(10億1,785万円増)
児童、高齢者、しょうがい者の福
祉推進など

210億6,905万円(126億6,576万円増)
人権施策、庁舎管理、交通対策、
防犯対策、自治振興など

64億2,944万円(30億2,307万円減)
学校の管理・運営や施設整備、生涯
学習の推進や文化財の保護など

25億6,950万円(1億7,762万円増)
消防・救急活動、水防や災害対策、
原子力対策など

56億5,999万円(5億6,393万円減)
道路、公園、公営住宅等の整備や
除雪など

1億882万円
(2,511万円減)

台風等の災害を受けた
箇所の復旧経費

47億2,440万円
(14億8,718万円増)

勤労者の福祉、商業・
観光、農林水産業の振
興など

51億1,688万円
(2億308万円減)

これまでの施設整備な
どのために借りたお金
(市債)の返済

２億5,298万円
(1,137万円減)

議員の報酬や市議会の
運営経費

37億9,647万円(2億7,199万円増)
各種基金から繰り入れるお金

4億7,098万円(2億4,848万円減)
保育所や幼稚園の保育料、市営住
宅家賃など

区分 歳入 歳出 差引 特徴

国民健康保険 109億9,499万円 109億6,738万円 2,761万円

　県が示す標準保険料率は前年度比1.5％引き上
げでしたが、負担軽減を図るため保険料率を据え
置きました。新型コロナ拡大を受け、傷病手当金
や収入減収した被保険者への国民健康保険料の
減免、徴収猶予を行いました。

国民健康保険
（直診勘定） １億9,763万円 1億9,498万円 265万円

　診療所運営は厳しく、基金の繰入で対応する状
態が続いています。赤字が続くと予想されるため、
より効率的な運営に努めます。

後期高齢者
医療保険 14億4,105万円 14億4,081万円 24万円

　高齢者が安心して医療を受けられるよう、制度
運営主体の滋賀県後期高齢者医療広域連合と連
携し、保険料の徴収や窓口での相談事務に関する
費用を執行しました。

介護保険 120億616万円 117億4,738万円 2億5,878万円
　高齢者人口が増加する中、介護保険の適正な
運用や地域の実情に応じた地域包括ケアシステ
ムの深化・推進に取り組みました。引き続き、安
定的な運営に努めます。

休日急患診療所 3,330万円 3,330万円 0万円

　救急病院の負担軽減を図るため、湖北医師会の
協力のもと、内科および小児科の初期救急医療を
実施しました。新型コロナの影響で受診控えが見
られ、利用者割合は34.7％に留まりました。これ
に伴う減収分は、一般会計から繰出を行いました。

農業集落排水 12億8,648万円 12億8,379万円 269万円
　経費回収率は56%となり、使用料で維持管理
費の全額が回収できず、一般会計からの繰入金に
依存している状態です。今後も公共下水道への接
続を進め、経営の改善に努めます。

病院事業
長浜病院 湖北病院

収益的収入 収益的支出 収益的収入 収益的支出
141億90万円 144億4,541万円 29億2,463万円 29億8,324万円

純損益　△3億4,451万円
(経常損益　△3億4,451万円)

純損益　△5,861万円
(経常損益　△5,861万円)

　コロナ禍の影響で患者が減少し医業収益が落ち込んだことから、非常に厳しい経営状況となりました。一方で、コロナ対策に
よる国の補助金、また、地域住民・地元企業の皆さんからの温かいご支援により、前年度比6,445万円（長浜病院3,814万円、湖
北病院2,631万円）の改善を図ることができました。感染症対策を継続し安全安心に通院・入院できる環境を整えながら、今後
も湖北医療圏域の中核を担う基幹病院として、地域ニーズに沿った質の高い医療を安定的かつ継続的に提供していきます。

老人保健施設事業
収益的収入 収益的支出

4億6,688万円 4億6,546万円
純損益 141万円 (経常損益　135万円)

　コロナ禍の影響で利用者は減少したものの、リハビリ機能の充実を図り、在宅復帰支援および在宅療養支援を行うとともに、
認知症ケアならびに看取り療養に積極的に取り組んだ結果、前年度比632万円の収支改善を図ることができました。今後も、利
用者が安全に快適な生活が送れるよう、感染防止対策を講じながら介護サービスの充実に努めてまいります。

公共下水道事業
収益的収入 収益的支出

44億2,372万円 36億7,757万円
純損益 ７億4,615万円 (経常損益　４億5,831万円)

　昨年に引き続き利益を計上することができました。経費回収率は136％となり、使用料で維持管理費を回収できており、健全
経営の水準に達しています。快適で安全・安心、持続可能な下水道の構築に向けて、今後も更なる経営基盤の強化に努めます。

福祉、教育、道路整備など、市の基本となる事業を行うための会計

国民健康保険、介護保険のように対象となる人が限られる会計

病院や介護施設など、民間企業と同じように利用料をもらいその利益で運営している会計

市の会計
一般会計

特別会計

企業会計

歳入歳出

市税
166億円総務費

211億円

教育費
64億円

公債費
51億円

土木費
57億円

民生費
195億円

労働費・
商工費・
農林水産業費
47億円

衛生費
74億円

地方交付税
156億円

分担金・使用料等
5億円

県支出金
38億円

繰入金 38億円

市債 54億円
その他 38億円議会費 3億円

災害復旧費
1億円

消防費
26億円 地方譲与税等

34億円

国庫支出金
217億円
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健全な財政運営と今後の課題
○大型建設事業の終了により投資的経費は減少。
○ 借入金（市債）を計画的に繰り上げて償還(返済)することで、市債残高は財政計画に掲げる金額を下回るな

ど、引き続き健全な財政運営を維持。
○ 財政の健全性の指標とされている健全化判

断比率(借金返済や借入額が多すぎないか
など)等の基準はクリア。

■ 湖北広域行政事務センターの斎場整備事業
により、借入金(市債)残高は３年連続で増加。

■ 人件費や扶助費などの増加傾向や、新型コ
ロナの影響は今後も続くことが想定される
ため、財政の硬直化を回避するためには、公
債費の抑制が必要。

☆ 今後も引き続き計画的な繰上償還の実施に
より公債費負担軽減と市債残高の縮小に努
め、財政の健全化を図ります。

▲ 計画的な財政運営により市債残高を縮小し、基金残高の増加に
努めています。
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新型コロナウイルス感染症対策　くらしと経済の再生に158億4,325万円
　市民の生命を守り、日々のくらしを取り戻すことができるよう、市民・事業者の生活や活動を支援する対策
事業に取り組みました。

■感染症対策 　3億7,689万円
○感染症を防ぐ取組み １億3,610万円
　 　新型コロナワクチン接種推進事業、医療従事者へ

の感染症対策支援交付金、感染拡大防止のための備
品や消耗品の購入

○「新しい生活様式」の徹底と
　今後に備える取組み ２億4,078万円
　 　新型コロナとの同時感染を防ぐためのインフル

エンザ予防接種の費用助成、衛生物品の確保、避難
所の感染症対策強化

■行政デジタル化対策
   　6億1,290万円
　 　デジタル化推進基金への積立、市職員のテレ

ワーク環境整備

■くらし再生対策 
  　　131億7,797万円
○くらしの継続に対する支援
   　　125億2,779万円
　 　特別定額給付金、子育て世帯臨時特別給付金、ひ

とり親世帯臨時特別給付金、おうちで子育て応援
臨時特別給付金、ひとり親家庭応援臨時特別給付
金、新生児特別臨時給付金、高校生等在宅学習応援
金、放課後児童クラブの運営費支援、生活困窮者住
居確保給付金、学校や保育所等の感染予防対策

○くらしの再開や新たな挑戦への支援
   　　　６億4,913万円
　 　小中学校ICT 環境整備事業（タブレット端末の

整備）、博物館、図書館、文化スポーツ施設、まちづ
くりセンター等の感染症予防対策

○市民生活を豊かで便利にする
　地域活性化対策  　　　105万円
　　ながはま文化福祉プラザWi-Fi整備

■経済再生対策 　16億7,549万円
○雇用維持と経済活動継続のための支援
　    14億7,943万円
　 　事業継続緊急支援金、加工用野菜産地化緊急支援

事業補助金、農業者収入保険加入促進支援事業費補
助金、指定管理施設の休業補填

○収束後に備えた活動や新たな挑戦を
　支援する対策  　　 1,762万円
　　「新しい生活様式」対応新ビジネス展開補助金
○日常生活やまちの活力を取り戻す
　需要喚起策   １億7,844万円
　 　市内店舗キャッシュレス決済ポイント還元、宿泊

施設等利用支援事業
※ 上記の金額は、５ページ以降に掲載する新型コロナ対策関連

事業の決算額を含みます。

令和２年度はこんなことに取り組みました

政策１ 市民・自治　～市民とともに創る～

政策２ 教育・文化　～健やかで豊かな心が育つ～

◆窓口サービスの向上

87万円
　住民異動届が市のホームページ
から作成できる「CHA－CHAT申
請」システム導入や、死亡に伴う手続
きをコンシェルジュが支援しワンス
トップで行える「おくやみコーナー」
を開設しました。

◆木之本総合センター改修

9,715万円
(総事業費１億395万円)

　老朽化に伴い、バリアフリー化
を含む大規模改修を行いました。
また、木之本教育集会所を統合し

「木之本総合センター」と改称しま
した。

◆高月まちづくりセンター改修

２億3,445万円
(総事業費３億9,302万円)

　地域づくり活動や生涯学習活動
の拠点施設、また地域の指定避難
所として安心して利用できるよ
う、耐震補強と長寿命化のための
改修を行いました。

 ◆学校・園の新型コロナ対策事業

8,187万円
　学校・園での学習や保育が継続できるよう感染防止
対策が徹底できる環境を整備しました。
・ 学校や園(民間園

含む)の感染症対
策備品や消耗品
の購入

・ スクール・サポー
ト・スタッフ31
人の配置。

 ◆小中一貫教育校（虎姫学園）開設

１億2,744万円
(総事業費３億9,138万円)

　教室や交流スペースの改修などを行い、系統的・継
続的な学習指導や生徒指導、確かな学力、豊かな心、健
やかな体の育成、
異学年や地域との
多様な交流活動な
どを支えるための
環境を整備しまし
た。

 ◆学校ICT教育推進環境整備

７億3,333万円
　新たな時代の教育環境構築に向け、全学校で１人１
台端末および高速大容量校内ＬＡＮを整備しました。
　また、中学校・
義務教育学校(後
期課程)に、数学・
理科・英語の指導
者用デジタル教科
書 を 整 備 し ま し
た。

 ◆保育人材確保対策事業

935万円
　保育人材を応援する３つの助成事業(奨学金返還支援、
宿舎居住支援、再就職定着応援金)を実施し、人材確保を
図ることで、待機児
童の解消につなげ、
子育てを強力に応
援し、安心して子育
てができるまちと
しての環境を整え
ました。
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政策３ 健康・福祉　～いきいきと温かく生きる～

政策４ 産業・交流　～まちの魅力が光り活力にあふれる～

◆ながはま健康ステーション

54万円
　身近な生活の中で気軽に健康について考えるきっか
けづくりの場として、量販店と連携して専用の測定器
による推定野菜摂取
量測定会を実施し、
野菜を食べることの
大切さなどを発信し
ました。

◆宿泊施設等利用支援事業補助金

3,000万円
　コロナ禍で観光客が減少したため、市民に市内宿泊施
設・飲食店・観光施
設の利用の助成をし、
宿泊施設等の利用促
進を行いました。

◆地域共生社会推進支援事業

2,300万円
　市民が主体的に地域課題を把握・解決するため、「地
域力強化推進員」を地域ごとに配置し、「暮らしの支え
あい検討会」を開催
しました。また、様々
な支援機関等が連携
し、複雑化・複合化し
た相談に対応する体
制をつくりました。

◆観音の里・祈りとくらしの文化伝承事業

593万円
　市内の観音堂等仏堂の保存状況や保存体制の実態
調査を計36か所実施。併せて、「観音の里コンシェル
ジュ」を配置し、情報
発信や問い合わせ対
応、来訪者と地域を
結ぶ活動を行いまし
た。

◆放課後児童クラブ運営・参入促進事業

1,621万円
　増加している放課後児童クラブの利用ニーズに対応
するため、新規参入する民間クラブへ支援を行うとと
もに、南郷里・長浜
北小学校に公設クラ
ブの施設を整備しま
した。

◆事業継続緊急支援金

14億570万円
　新型コロナウイルス感染症の影響で、令和２年１月
以降の任意の期間（１か月）において、事業収入が前年
同月に比べて30％以上減少し、今後も事業継続する意
思がある中小事業者に支援金を支給しました。
＊ 法人50万円、個人事業主30万円、市内の土地・建物

を賃借して事業を営む場合は５万円加算

◆市民で支える小学校給食費補助・多子世帯保育
　料等負担軽減事業 ９億4,263万円
　将来を担う子どもたちの健やかな成長を市民全体で支
えるため、小学校の給食費を補助しました。また、多子世
帯の保育料および副
食費について、第２子
半額、第３子以降無償
化を実施しました。

◆関係人口創出・拡大事業

354万円
　東京ー長浜リレーションズ等と連携し、リモート
ワーク実証実験を実施。また、実際に帰省しなくても、
長浜への愛郷心を感じ
てもらうための試み、

「オンライン帰省」を実
施しました。

政策５ 安全・安心　～不安なく穏やかに暮らす～

政策６ 環境・都市　～水と緑に包まれ住まう～

◆特殊詐欺撃退機器購入費
　補助事業

34万円
　高齢者を狙った振り込め詐欺な
どの特殊詐欺被害や悪質商法か
ら、高齢者の皆様の大切な財産を守
るための新たな対策として、「警告
音声付き録音電話」や「迷惑電話の
着信拒否機能付き電話」の購入費
の一部を補助しました。

◆防災行政無線デジタル化
　整備事業

５億7,953万円
　災害情報や防災情報を放送する
防災行政無線の電波が、アナログ
方式からデジタル方式に変更となる
ため、放送設備を整備しました。ま
た、即時避難が必要となる情報の
伝達手段の一つとして、防災ラジオ
の貸与を開始しました。

◆ため池ハザードマップ作成
　

1,224万円
　近年、豪雨等により多くの農業
用ため池が被災し、甚大な被害が
発生していることから、農業用た
め池の情報を適切に把握し、被害
軽減に役立てることを目的として

「ため池ハザードマップ（11池）」を
作成しました。

◆竹生島周辺カワウ被害対策事業

433万円
　竹生島とその周辺地域におけるカワウ捕獲により、
水産被害の軽減を図るとともに、カワウ被害によって
失われたタブノキ
を植樹する森林再
生事業を行いまし
た。

◆豊公園再整備事業

7,789万円
　豊公園再整備基本計画に基づき、自然豊かな、魅力あ
る都市公園をめざし、長浜駅から長浜城を結ぶ園路、あ
ずまや及び電気設
備等豊公園再整備

（2・3工区）を進
めました。

◆田村駅東駐車場整備事業　5,002万円
　(総事業費１億5,492万円)
　田村駅周辺整備基本計画に基づき、通勤や通学等の利
用者にとって使いやすい駅をめざし、新たに駐車場（104
台分）整備を進めま
した。

◆野瀬橋補修事業　　　　　 6,594万円
　(総事業費１億224万円)
　橋梁長寿命化計画に基づき、長寿命化、安全な通行の確
保および全体的な維持管理コストの縮減を図るため、老
朽化した橋梁（野瀬
橋）補修工事を行い
ました。
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◆ 

長
浜
市
人
権
尊
重
審
議
会
委
員

　
と
し
て
市
政
運
営
に
寄
与

　
荒あ

ら

木き

　
重し

げ

幸ゆ
き(

小
谷
丁
野
町)

　
真ま

山や
ま

　
達た

つ

志し(

大
津
市)

◆
長
浜
市
男
女
共
同
参
画
を
進
め
る

　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
委
員

　
と
し
て
市
政
運
営
に
寄
与

　
京き

ょ
う

樂ら
く

真ま

帆ほ

子こ(

京
都
府
長
岡
京
市)

◆
長
浜
市
人
権
擁
護
推
進
員
と
し
て

　
明
る
い
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与

　
入い

り

江え

　
康や

す

雄お(

南
呉
服
町)

　
小こ

ば

林や
し

喜き

八は
ち

郎ろ
う(

寺
田
町)

　
西に

し

尾お

　
洋よ

う

子こ(

千
草
町)

　
中な

か

川が
わ

　
治は

る

代よ(

桜
町)

　
松ま

つ

山や
ま

　
久ひ

さ

夫お(

湖
北
町
馬
渡)

　
川か

わ

嵜さ
き

　
　
誠ま

こ
と(

高
月
町
東
柳
野)

◆
自
治
会
長
と
し
て

　
自
治
行
政
の
推
進
に
寄
与

　
西に

し

田だ

富と
み

太た

郎ろ
う(

大
宮
町)

　
堀ほ

り

井い

　
康や

す

弘ひ
ろ(

大
宮
町)

◆
長
浜
市
連
合
自
治
会
長
と
し
て

　
自
治
行
政
の
推
進
に
寄
与

　
三み

上か
み

　
保や

す

彦ひ
こ(
木
尾
町)

◆
保
護
司
と
し
て
明
る
い

　
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与

　
山や

ま

内う
ち

　
健け

ん

次じ(

中
野
町)

　
友と

も

田だ

　
昭あ

き

夫お(

高
月
町
雨
森)

　
野の

田だ

　
　
光ひ

か
る(

高
月
町
東
物
部)

◆
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て

　
地
域
福
祉
の
向
上
に
寄
与

　
堀ほ

り

　
　
直な

お

美み(

末
広
町)

　
上う

え

野の

　
　
孝た

か
お(

公
園
町)

　
眞ま

す

杉ぎ

　
民た

み

子こ(

朝
日
町)

　
丸ま

る

山や
ま

スす

み

こ

ミ
子(

朝
日
町)

　
福ふ

く

嶋し
ま

　
一か

ず

夫お(

大
戌
亥
町)

　
浅あ

さ

野の

　
陽よ

う

山ざ
ん(

下
坂
浜
町)

　
あ
ら

田た

喜き

み

こ

美
子(

小
堀
町)

　
辻つ

じ

　
　
栄え

い

一い
ち(

七
条
町)

　
竹た

け

川か
わ

　
豊と

よ

司し(

南
小
足
町)

　
瀧た

き

本も
と

登と

も

子こ(

新
庄
寺
町)

　
鈴す

ず

木き

　
良よ

し

嗣つ
ぐ(

十
里
町)

　
林は

や
し

　
　
栄え

い

子こ(

西
上
坂
町)

　
近こ

ん

藤ど
う

　
富と

み

代よ(

法
楽
寺
町)

　
梅う

め

塚づ
か

　
清き

よ

隆た
か(

曽
根
町)

　
山や

ま

路じ

　
雅ま

さ

男お(

月
ヶ
瀬
町)

　
中な

か

嶋じ
ま

　
　
守ま

も
る(

新
旭
町)

　
長な

が

瀬せ

　
成な

る

実み(

湖
北
町
海
老
江)

　
髙た

か

田だ

　
峰み

ね

子こ(

余
呉
町
中
之
郷)

　
東ひ

が
し
の野

　
　
了り

ょ
う(

余
呉
町
今
市)

◆
長
浜
市
消
防
団
員
と
し
て

　
自
治
消
防
の
責
務
に
精
励

　
宮み

や

川が
わ

　
貴た

か

司し(
元
浜
町)

　
岸き

し

本も
と

　
一い

ち

郎ろ
う(
公
園
町)

　
北き

た

村む
ら

　
鉄て

つ

也や(

公
園
町)

　
元も

と

野の

　
一か

ず

考の
り(

平
方
町)

　
川か

わ

﨑さ
き

　
晴は

る

通み
ち(

今
町)

　
山や

ま

口ぐ
ち

　
章あ

き

義よ
し(

新
庄
寺
町)

　
福ふ

く

永な
が

　
直な

お

城き(

新
庄
馬
場
町)

　
和わ

田だ

　
昌ま

さ

義よ
し(

十
里
町)

　
森も

り

野の

　
久ひ

さ

和か
ず(

八
幡
中
山
町)

　
木き

の

下し
た

　
将ま

さ

士し(

石
田
町)

　
伏ふ

し

木き

　
鉄て

つ

也や(

西
上
坂
町)

　
押お

し

谷た
に

　
紀の

り

行ゆ
き(

法
楽
寺
町)

　
佐さ

治じ

　
重し

げ

嘉よ
し(

法
楽
寺
町)

　
草く

さ

野の

　
　
悟さ

と
る(

鍛
冶
屋
町)

　
秋あ

き

田た

　
聡さ

と

史し(

曽
根
町)

　
中な

か

川が
わ

　
悟さ

と

志し(

曽
根
町)

　
平ひ

ら

岩い
わ

　
浩こ

う

治じ(

南
浜
町)

　
奥お

く

村む
ら

　
泰や

す

之ゆ
き(

川
道
町)

　
福ふ

く

本も
と

　
真し

ん

治じ(

川
道
町)

　
國く

に

友と
も

　
　
仁ひ

と
し(

宮
部
町)

　
福ふ

く

永な
が

　
和か

ず

生お(

宮
部
町)

　
宮み

や

島じ
ま

　
友と

も

幸ゆ
き(

宮
部
町)

　
林は

や
し

　
　
秀ひ

で

和か
ず(

湖
北
町
留
目)

　
岸き

し

田だ

　
　
学ま

な
ぶ(

湖
北
町
山
本)

　
七し

ち

里り

　
和か

ず

輝あ
き(

湖
北
町
山
本)

　
南な

ん

部ぶ

　
富と

み

広ひ
ろ(

湖
北
町
海
老
江)

　
島し

ま

田だ

　
和か

ず

典の
り(

湖
北
町
延
勝
寺)

　
小こ

ば

林や
し

　
和か

ず

幸ゆ
き(

高
月
町
尾
山)

　
佐さ

藤と
う

　
雅ま

さ

彦ひ
こ(

高
月
町
雨
森)

　
竹た

け

原は
ら

　
正ま

さ

典の
り(

高
月
町
宇
根)

　
保ほ

積づ
み

　
和か

ず

貴き(

高
月
町
磯
野)

　
宮み

や

本も
と

　
和か

ず

徳の
り(

高
月
町
磯
野)

　
木き

の

下し
た

　
洋よ

う

平へ
い(

木
之
本
町
杉
野)

　
髙た

か

橋は
し

　
元も

と

樹き(

木
之
本
町
古
橋)

　
髙た

か

橋は
し

　
義よ

し

徳の
り(

木
之
本
町
古
橋)

　
藤ふ

じ

田た

　
卓た

く

馬ま(

木
之
本
町
木
之
本)

　
河か

わ

添ぞ
え

　
𠮷よ

し

孝た
か(

木
之
本
町
黒
田)

　
に
し

川か
わ

　
秀ひ

で

和か
ず(

木
之
本
町
黒
田)

　
西に

し

島じ
ま

　
　
豊ゆ

た
か(

木
之
本
町
黒
田)

　
田た

川が
わ

　
　
豊ゆ

た
か(

木
之
本
町
千
田)

　

　
髙た

か

橋は
し

　
洋ひ

ろ

史し(

木
之
本
町
西
山)

　
笹さ

さ

治じ

　
　
守ま

も
る(

木
之
本
町
田
居)

　
武た

け

友と
も

　
　
学ま

な
ぶ(

余
呉
町
下
余
呉)

　
橘

た
ち
ば
な　

　
孝た

か

志し(

余
呉
町
中
之
郷)

　
野の

口ぐ
ち

　
雅ま

さ

彦ひ
こ(

余
呉
町
今
市)

　
浅あ

ざ

井い

　
和か

づ

也や(

西
浅
井
町
野
坂)

　
安や

す

川か
わ

　
慶よ

し

信の
ぶ(

西
浅
井
町
塩
津
中)

　
澤さ

わ

田だ

　
　
淳じ

ゅ
ん(

西
浅
井
町
集
福
寺)

　
横よ

こ

井い

　
孝た

か

行ゆ
き(

西
浅
井
町
岩
熊)

　
森も

り

脇わ
き

　
尚な

お

幸ゆ
き(

西
浅
井
町
八
田
部)

◆
医
師
と
し
て

　
保
健
衛
生
の
向
上
発
展
と

　
市
民
の
健
康
増
進
に
寄
与

　
児こ

玉だ
ま

　
憲け

ん

一い
ち(

宮
前
町)

　
橋は

し

場ば

　
研け

ん

治じ(

南
高
田
町)

　
小こ

室む
ろ

　
太た

郎ろ
う(

大
戌
亥
町)

　
田た

く

ぼ

久
保
康や

す

隆た
か(

大
戌
亥
町)

　
西に

し

村む
ら

　
宗し

ゅ
う

作さ
く(

大
戌
亥
町)

　
森も

り

田た

　
善よ

し

方か
た(

大
戌
亥
町)

　
栁や

な
ぎ

田だ

　
豊と

よ

伸の
ぶ(

大
戌
亥
町)

　
濵は

ま

谷た
に

　
朋と

も

和か
ず(

宮
司
町)

　
瀧た

き

畑は
た

　
幸ゆ

き

功の
り(

木
之
本
町
木
之
本)

◆
歯
科
医
師
と
し
て

　
保
健
衛
生
の
向
上
発
展
と

　
市
民
の
健
康
増
進
に
寄
与

　
川か

わ

瀬せ

　
仁ひ

と

史し(

八
幡
東
町)

　
泉い

ず
み

　
　
英ひ

で

之ゆ
き(

三
和
町)

　
本ほ

ん

田だ

恵え

り

こ

里
子(

勝
町)

◆
柔
道
整
復
師
と
し
て

　
市
民
の
健
康
増
進
に
寄
与

　
田た

川が
わ

　
　
剛た

け
し(

木
之
本
町
千
田)

◆
長
浜
市
健
康
推
進
員
と
し
て

　
市
民
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
寄
与

　
中な

か

村む
ら

万ま

ち

こ

智
子(

八
幡
東
町)

　
松ま

つ

下し
た

　
和か

ず

子こ(

南
高
田
町)

　
伊い

藤と
う

　
元も

と

子こ(

春
近
町)

　
中な

か

川が
わ

　
京き

ょ
う

子こ(

八
条
町)

　
清し

水み
ず

美み

わ

こ

和
子(

本
庄
町)

　
多た

わ

だ

和
田
満み

つ

子こ(

本
庄
町)

　
小こ

ば

林や
し

　
純じ

ゅ
ん

子こ(

常
喜
町)

　
尾お

﨑ざ
き

　
久ひ

さ

代よ(

小
一
条
町)

　
𠮷よ

し

川か
わ

　
貴た

か

子こ(

早
崎
町)

　
橋は

し

本も
と

美み

よ

こ

代
子(

唐
国
町)

　
中な

か

村む
ら

　
悦え

つ

子こ(

湖
北
町
尾
上)

　
岡お

か

島じ
ま

　
典の

り

子こ(

高
月
町
井
口)

　
𠮷よ

し

田だ

　
　
緑み

ど
り(

木
之
本
町
川
合)

　
丹た

ん

治じ

よ
り
子こ(

余
呉
町
中
之
郷)

　
宮み

や

川が
わ

千ち

よ

こ

代
子(

西
浅
井
町
沓
掛)

◆
認
知
症
へ
の
理
解
を
広
め
る
活
動

　
を
通
じ
て
地
域
福
祉
の
向
上
に
寄
与

　
速は

や

水み

自じ

治ち

会か
い(

湖
北
町
速
水)

◆
こ
の
道
ひ
と
す
じ

・
淡
水
魚
養
殖
職
人

　
川か

わ

瀬せ

　
利と

し

弥や(

南
浜
町)

・
野
球
帽
子
刺
繍
職
人

　
冨と

み

永な
が

　
　
武た

け
し(

唐
国
町)

◆
観
光
ガ
イ
ド
と
し
て

　
観
光
振
興
に
寄
与

　
遠え

ん

藤ど
う

　
満み

つ

代よ(
尊
野
町)

　
富と

み

永な
が

　
洋ひ

ろ

司し(
木
之
本
町
千
田)

　
桐き

り

山や
ま

　
輝て

る

雄お(

大
津
市)

◆
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ
て

　
市
民
の
体
育
振
興
と

　
健
康
増
進
に
寄
与

　
松ま

つ

井い

　
清せ

い

市い
ち(

七
条
町)

　
片か

た

桐ぎ
り

　
清き

よ

司し(

高
月
町
西
阿
閉)

◆
市
の
発
展
の
た
め

　
貴
重
な
資
料
を
寄
贈

　
中な

か

井い

　
　
均ひ

と
し(

大
津
市)

　
小お

串ぐ
し

　
輝て

る

男お(

東
近
江
市)

表
彰
に
輝
く
人
た
ち

文
化
の
日

11
月
３
日「
文
化
の
日
」に
、市
政
に
貢
献
さ
れ
た
次
の
皆
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
す
。(

順
不
同
・
敬
称
略)

自
治
功
績
表
彰

社
会
功
績
表
彰

感
謝
状

教
育
文
化
功
績
表
彰
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

保
健
だ
よ
り

お
元
気
で
す
か

な
が
は
ま
見
聞
録

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

至
誠
通
天

な
が
は
ま
の
文
化
財
／

な
が
は
ま
の
自
然
不
思
議
発
見

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

各
種
無
料
相
談

　
不
燃
ご
み
に
ス
プ
レ
ー
缶
、
ラ
イ
タ
ー
、

使
用
済
み
乾
電
池
類
の
混
入
が
原
因
と
思

わ
れ
る
収
集
車
両
や
処
理
施
設
の
火
災
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

火
災
は
周
辺
住
民
の
皆
さ
ん
に
も
被
害

が
及
び
、
作
業
員
の
人
命
に
関
わ
る
重
大

事
故
に
繋
が
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
改
め

て
ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

◆
ス
プ
レ
ー
缶

①
資
源
ご
み
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

② 

キ
ャ
ッ
プ
を
と
っ
て
、
中
身
を
使
い
切

り
、
必
ず
穴
を
あ
け
て
ガ
ス
を
抜
い
て

か
ら
、「
ス
プ
レ
ー
缶
」
と
表
示
さ
れ
た

回
収
容
器
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③ 

さ
び
て
い
た
り
、
汚
れ
て
い
た
り
す
る

も
の
で
も
、
資
源
ご
み
で
出
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
ラ
イ
タ
ー

①
資
源
ご
み
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
汚
れ
て
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

② 「
ラ
イ
タ
ー
」
と
表
示
さ
れ
た
回
収
容
器

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

③ 

で
き
る
だ
け
ガ
ス
を
抜
い
て
く
だ
さ

い
。

◆
使
用
ず
み
乾
電
池
類

① 

資
源
ご
み
の
日
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※ 

腐
食
し
て
い
て
も
構
い
ま
せ

ん
。

② 「
使
用
済
み
乾
電
池
」
と
表

示
さ
れ
た
回
収
容
器
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
ポ
リ
タ
ン
ク

　

必
ず
中
身
を
使
い
切
り
、
キ
ャ
ッ
プ
を

外
し
、
空
の
状
態
に
し
て
か
ら
粗
大
ご
み
、

ま
た
は
指
定
袋
に
入
れ
、
不
燃
ご
み
で
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
受
け
た
市
内
店
舗
の
売
上
向
上
と

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
普
及
促
進
を
め

ざ
し
、市
内
の
対
象
店
舗
で
、買
い
物
や
飲

食
を
し
てPayPay

残
高
で
支
払
う
と
、
決

済
金
額
の
最
大
20
％
のPayPay

ボ
ー
ナ
ス

が
付
与
さ
れ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
11
月
末

ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
お
得
な
機
会
に
、
ス
マ
ホ
決
済
を

使
っ
て
市
内
の
お
店
を
積
極
的
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

【
期
間
】11
月
30
日(

火)

ま
で

【
ボ
ー
ナ
ス
付
与
上
限
】

　
決
済
１
回
あ
た
り
の
上
限　
千
円
相
当

　
１
か
月
あ
た
り
の
上
限　
５
千
円
相
当

【
対
象
店
舗
】

　
市
内
の
小
売
業
、飲
食
業
、サ
ー
ビ
ス
業

でPayPay

に
加
盟
す
る
店
舗(

大
手
企
業
、

大
手
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
の
ほ

か
、一
部
業
種
で
対
象
外
店
舗
あ
り
）。

※ 

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　
長
浜
市
区
域
の
人
権
擁
護
委
員 

樋ひ

口ぐ
ち

幸さ
ち

永え

さ
ん
が
、
多
年
に
わ
た
る
人
権
擁
護
委

員
活
動
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
法
務
大
臣

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

樋
口
さ
ん
は
、
平
成
21
年
に
人
権
擁
護

委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
地
域
の

皆
さ
ん
か
ら
人
権
相
談
を
受
け
、
問
題
解

決
の
お
手
伝
い
や
人
権
侵
害
の
被
害
者
の

救
済
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
人
権
に
つ
い
て

関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
啓
発
な

ど
、様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
ト
へ
の
休
日
の
ご
み
持
込
み
が

事
前
予
約
制
に
な
り
ま
す

所
得(

課
税)

証
明
書
や
納
税
証
明
書
を

市
民
課
窓
口
で
交
付
し
ま
す

街
並
み
景
観
形
成
や
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す

滋
賀
県・長
浜
市
原
子
力
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
す

発
火
物
が
混
入
し
て
火
災
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す

PayPay

を
利
用
し
た
お
得
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

11
月
末
ま
で
実
施
中
で
す

人
権
擁
護
委
員　
法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

問 
湖
北
広
域
行
政
事
務
セ
ン
タ
ー
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
ト 

☎
74
・
３
３
７
７

問 

市
民
課 

☎
65
・
６
５
１
１

問 

商
工
振
興
課 

☎
65
・
８
７
６
６

問 

防
災
危
機
管
理
局 

☎
65
・
６
５
５
５

問 

環
境
保
全
課 

☎
65
・
６
５
１
３

問 

商
工
振
興
課 

☎
65
・
８
７
６
６

問 

人
権
施
策
推
進
課 

☎
65
・
６
５
６
０

　
搬
入
道
路
の
渋
滞
緩
和
や
待
ち
時
間
の
短
縮

等
を
目
的
と
し
て
、
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
ト
へ
の

休
日(

毎
月
第
４
日
曜
日
と
年
末)

の
ご
み
の
持

ち
込
み
が
事
前
予
約
制
に
な
り
ま
す
。

※
平
日
は
予
約
な
し
で
持
ち
込
め
ま
す
。

【
開
始
時
期
】

　
12
月
29
日(

水)

、30
日(

木)

の
年
末
の
持
ち
込

み
か
ら

【
予
約
方
法
】

　
12
月
１
日
以
降
に
左
記
ま
で
予
約
し
て
く
だ

さ
い
。

　
事
前
予
約
専
用
電
話
番
号(

☎
74
・
１
３
０
０)

【
予
約
受
付
日
】

〇
年
末
に
持
ち
込
む
場
合

　
12
月
１
日(

水)

～
24
日(

金)

　

(

土
日
を
除
く)

〇
来
年
以
降
、第
４
日
曜
日
に
持
ち
込
む
場
合

　
持
ち
込
み
月
の
１
日
か
ら
第
４
日
曜
日
の
２

日
前
ま
で(

土
日
祝
、年
末
年
始
を
除
く)

※ 

受
付
台
数
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
希
望
の

日
時
に
予
約
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 
詳
し
く
は
、
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
市
民
課
と
税
務
課
の
証
明
書
の
交
付
窓
口
を

１
つ
に
集
約
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
に
分
か
り

や
す
く
便
利
な
窓
口
に
し
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
証
明
書
】

　
・
所
得(

課
税)

証
明
書

　
・
納
税(

付)

証
明
書
、完
納
証
明
書

　
・
軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書(

車
検
用)

　
・
事
業
所
証
明
書

【
開
始
日
時
】

　
11
月
１
日(

月)

　

そ
の
他
、
自
動
車
臨
時
運
行
許
可
の
審
査
・

許
可
証
の
発
行
も
市
民
課
で
行
い
ま
す
。

　
各
種
証
明
書
等
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
税
務

課
へ
ご
案
内
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
伝
統
的
な
建
築
様
式
の
建
物
を
保
存
・
活
用

し
た
魅
力
あ
る
街
並
み
を
形
成
す
る
事
業
や
、

商
店
街
に
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
事
業
、
観
光

誘
客
の
効
果
を
高
め
る
事
業
に
必
要
な
経
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】11
月
15
日(

月)

～
26
日(

金)

【
対
象
事
業
】

①
伝
統
的
街
並
み
景
観
形
成
事
業

　
Ａ　
商
業
観
光
推
進
フ
ァ
サ
ー
ド
整
備
事
業

　
　
　

(

１
／
２　
１
５
０
万
円)

　
Ｂ　
伝
統
的
町
家
フ
ァ
サ
ー
ド
整
備
事
業

　
　
　

(

１
／
２　
２
０
０
万
円)

　
Ｃ　
伝
統
的
町
家
再
生
活
用
等
整
備
事
業

　
　
　

(

１
／
２　
５
０
０
万
円)

②
に
ぎ
わ
い
の
街
づ
く
り
推
進
事
業

　
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
を
創
る
イ
ベ
ン
ト
等
ソ

フ
ト
事
業(

１
／
２　
１
０
０
万
円)

※(　

)

内
は
補
助
率
、補
助
限
度
額

【
対
象
区
域
】

　
特
定
景
観
形
成
重
点
区
域
ほ
か

※ 

補
助
対
象
事
業
や
区
域
、
対
象
者
な
ど
詳
し

く
は
、
担
当
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※ 

応
募
多
数
と
な
っ
た
場
合
は
、
予
算
の
状
況

に
よ
り
補
助
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
原
子
力
災
害
が
発
生
し
た
際
に
と
る
べ
き
行

動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
原
子
力
防
災
訓

練
を
実
施
し
ま
す
。

【
実
施
日
】

　
11
月
20
日(

土)

【
内　
容
】

〇
市
内
全
域
で
の
屋
内
退
避
訓
練

　
７
時
～(

 

15
分
間)

　
防
災
行
政
無
線
等
に
よ
り
屋
内
退
避
の
呼
び

か
け
を
実
施
し
ま
す
。

〇
一
時
移
転
訓
練(

木
之
本
連
合
自
治
会
の
み)

　
７
時
30
分
～
12
時

　

一
時
集
合
場
所(

木
之
本
小
学
校)

で
安
定
ヨ

ウ
素
剤
を
受
け
取
り
、
避
難
中
継
所(

湖
北
体
育

館)

ま
で
バ
ス
に
よ
る
一
時
移
転
訓
練
を
実
施

し
ま
す
。

今月のクリスタルプラザ、クリーンプラントおよび伊香クリーンプラザでの第４日曜日のごみ持込み日は
11月28日(日)です。問環境保全課 ☎６５－６５１３

毎月第２土曜日は市民献血デーです。献血へのご協力をお願いします。11月13日(土)西友長浜楽市店　28日(日)イオン長浜店 
10時～ 11時30分、13時～ 15時30分　詳細は滋賀県赤十字献血センターホームページまで。問健康企画課 ☎６５－７７７９

▲樋口 幸永 氏
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

保
健
だ
よ
り

お
元
気
で
す
か

な
が
は
ま
見
聞
録

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

至
誠
通
天

な
が
は
ま
の
文
化
財
／

な
が
は
ま
の
自
然
不
思
議
発
見

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

各
種
無
料
相
談

　
来
年
４
月
に
小
・
中
学
校
に
入
学
予
定
の

子
ど
も
が
い
る
家
庭
で
、
経
済
的
に
お
困
り

の
保
護
者
を
対
象
に
、
入
学
準
備
に
必
要
な

学
用
品
費
を
入
学
前
に
援
助
し
ま
す
。

【
対
象
】

　

市
内
在
住(

令
和
４
年
３
月
末
日
ま
で
に

市
外
に
転
出
予
定
の
人
を
除
く)

で
、
令
和
４

年
４
月
に
県
内
国
公
立
の
小
・
中
学
校
ま
た

は
義
務
教
育
学
校
に
入
学(

義
務
教
育
学
校

７
年
に
進
級)

す
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
の

う
ち
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

①
世
帯
全
員
の
市
民
税
が
非
課
税
で
あ
る

② 

令
和
２
年
中
の
世
帯
所
得
が
、
市
教
育
委

員
会
の
定
め
る
基
準
額
以
下
で
あ
る

③ 

失
業
や
病
気
な
ど
の
家
庭
事
情
の
変
動
に

よ
り
、所
得
が
著
し
く
減
少
し
た

【
支
給
金
額
・
支
給
時
期
】

　
小
学
校
１
年
生
・
義
務
教
育
学
校
１
年
生

　
５
１
，０
６
０
円

　
中
学
校
１
年
生
・
義
務
教
育
学
校
７
年
生

　
６
０
，０
０
０
円

※
令
和
４
年
２
月
中
旬
に
支
給
予
定
で
す
。

【
受
付
期
間
】

　
11
月
１
日(
月)
～
30
日(

火)

【
必
要
書
類
】

① 

振
込
口
座
が
わ
か
る
通
帳
ま
た
は
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
の
コ
ピ
ー

② 

住
居
が
ア
パ
ー
ト
・
借
家
の
場
合
は
、
物

件
、契
約
者
、家
賃
額(

共
益
費
、駐
車
場
代

な
ど
除
く)

が
わ
か
る
も
の

※
契
約
書
の
写
し
な
ど

③ 

令
和
３
年
１
月
１
日
時
点
で
市
内
に
住
民

票
が
な
か
っ
た
場
合
は
、
令
和
３
年
度
所

得
証
明
書(

コ
ピ
ー
可)

④ 

住
民
票
で
同
一
世
帯
員
を
別
生
計
と
し
て

申
請
す
る
場
合
は
、
二
世
帯
分
の
同
種
同

月
の
公
共
料
金(

電
気
・
ガ
ス
・
水
道
い

ず
れ
か)

の
領
収
書
の
写
し

⑤ 

失
業
な
ど
に
よ
り
所
得
が
著
し
く
減
っ
た

場
合
は
、そ
れ
が
わ
か
る
も
の

※
離
職
票
や
給
与
明
細
書
の
写
し
な
ど

【
申
込
み
】

　
入
学
前
応
援
金
受
給
申
請
書
に
必
要
書
類

を
添
え
て
、
担
当
課
に
直
接
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
学
校
や
園
で
は
受
付
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

※ 

入
学
前
応
援
金
以
外
の
就
学
援
助
を
受
給

す
る
に
は
別
途
申
請
が
必
要
で
す
。

　
11
月
25
日
を
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃
の

国
際
デ
ー
」と
定
め
、
こ
の
２
週
間
を「
女
性
に

対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間
と
し
て
全

国
的
に
各
種
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
暴
力
は
、
性
別
や
加
害
者
、
被
害
者
の
間
柄

を
問
わ
ず
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
特
に
、
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
、
性

犯
罪
・
性
暴
力
、ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、売
買
春
、

人
身
取
引
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

等
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
著

し
く
侵
害
す
る
も
の
で
す
。

　

も
し
つ
ら
い
こ
と
や
不
安
な
思
い
を
し
て

い
た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
相
談
窓
口
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

【
相
談
窓
口
】

〇
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
☎
０
５
７
０・０
７
０・８
１
０

　
月
～
金
曜
日 

８
時
30
分
～
17
時
15
分

※【
強
化
週
間
】11
月
12
日(

金)

～
18
日(
木)

　
月
～
金
曜
日
８
時
30
分
～
19
時

　
土
・
日
曜
日
10
時
～
17
時

〇
長
浜
市
家
庭
児
童
相
談
室(

女
性
相
談)

　
☎
65
・
６
５
４
４

　
月
～
金
曜
日 

８
時
30
分
～
17
時
15
分

〇
性
暴
力
被
害
者
総
合
ケ
ア

　
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
び
わ
湖 S

サ

ト

コ

ATO
CO

　
☎
０
９
０・２
５
９
９・３
１
０
５

　

satoco3105biwako@
gm

ail.com

　
３
６
５
日
24
時
間
受
付

〈
人
生
会
議
と
は
〉

　
誰
し
も
、
い
つ
で
も
、
命
に
か
か
わ
る
よ
う

な
大
き
な
病
気
や
け
が
を
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
命
の
危
険
が
迫
っ
た
状
態
に
な
る

と
、
約
７
割
の
人
が
、
こ
れ
か
ら
の
医
療
や
ケ

ア
な
ど
に
つ
い
て
、
自
分
で
決
め
た
り
、
人
に

伝
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
し
も
の
と
き
に
希
望
す
る
医
療
や
ケ
ア

に
つ
い
て
自
分
自
身
で
考
え
、
信
頼
す
る
人
た

ち
と
話
し
合
う
こ
と
を
「
人
生
会
議(

Ａ
Ｃ
Ｐ

ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）」
と

い
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
考
え
、
大
切
な
人
と

話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
自
分
の
望
む
最
期
や
思
い
を
つ
づ
っ

た
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
活
用
に
つ
い
て
、

長
浜
米
原
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
で
出
前

講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
人

は
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

事
業
者
に
事
業
継
続
強
化
支
援
金
を
支
給
し
ま
す

入
居
者
を
募
集
す
る
市
営
住
宅
の
見
学
会
を
開
催
し
ま
す

空
き
家
問
題
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

中
小
企
業
退
職
金
共
済
掛
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

就
学
援
助『
入
学
前
応
援
金
』を
支
給
し
ま
す

11
月
12
日
～
25
日
は「
女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動
」期
間
で
す

11
月
30
日
は
人
生
会
議
の
日
で
す

問 
商
工
振
興
課 

☎
65
・
８
７
６
６

問 

住
宅
課 

☎
65
・
６
５
３
３

問 

住
宅
課 

☎
65
・
６
５
３
３

問 

商
工
振
興
課 

☎
65
・
８
７
６
６

問 

す
こ
や
か
教
育
推
進
課 

☎
65
・
８
６
０
６

問 

人
権
施
策
推
進
課 

☎
65
・
６
５
６
０

問 

高
齢
福
祉
介
護
課 

☎
65
・
７
７
８
９

　

 

長
浜
米
原
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
65
・
２
７
５
５

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、厳
し
い
経
営
状
況
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
事
業
者
に
、事
業
継
続
強
化
支
援
金
を
支

給
し
ま
す
。

【
対　
象
】

　

滋
賀
県
事
業
継
続
支
援
金
の
第
３
期
分
の

交
付
決
定
を
受
け
、長
浜
市
内
に
事
務
所
ま
た

は
事
業
所
を
有
す
る
法
人
・
個
人
事
業
者

【
申
請
受
付
期
間
】

　
令
和
４
年
１
月
４
日(

火)

～
２
月
28
日(

月)

【
支
給
金
額
】(

支
給
は
１
回
限
り)

　
中
小
企
業
等　
10
万
円

　
個
人
事
業
者　
５
万
円

※ 

本
申
請
に
は
滋
賀
県
事
業
継
続
支
援
金
の

給
付
決
定
通
知
書
の
写
し
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

詳
し
い
申
請
方
法
等
は
、広
報
な
が
は
ま
12

月
号
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
令
和
４
年
３
月
に
完
成
予
定
の
市
営
住
宅

北
新
団
地
の
入
居
者
募
集
に
伴
い
、
現
地
見

学
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
開
催
月
日
】11
月
13
日(

土)

【
見
学
時
間
】 ９
時
～
16
時
の
う
ち
希
望
す
る

時
間( 

30
分
程
度)

 

　
※
事
前
申
込
制

【
申
込
方
法
】 11
月
10
日(

水)

ま
で
に
、
担
当
課

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
住
宅
内
の
様
子

が
わ
か
る
動
画(

デ
ジ
タ
ル
見
学
会)

を
公
開

し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
入
居
時
期
】

　
令
和
４
年
４
月
上
旬
予
定

【
申
込
受
付
期
間
】

　
11
月
11
日(

木)

～
22
日(

月)

※ 

入
居
者
募
集
に
関
す
る
詳
細
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

空
き
家
に
関
す
る
相
続
・
管
理
な
ど
の

様
々
な
悩
み
を
解
決
す
る
た
め
の
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

【
と　
き
】 11
月
28
日(

日)
 

13
時
30
分
～
16
時
30
分

【
と
こ
ろ
】 長
浜
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー(

高
田
町)

【
内　
容
】

〇
悩
み
解
決
相
談(

定
員
20
人)

　
空
き
家
に
関
す
る
様
々
な
悩
み
を
、
税
理

士
・
司
法
書
士
等
の
専
門
相
談
員
を
迎
え
、

解
決
方
法
を
探
し
ま
す
。

〇
個
別
相
談
会(

先
着
10
組)

　
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
応
じ
た
個
別
相
談
が

で
き
ま
す
。

【
参
加
費
】無
料

【
申
込
み
】 ①
氏
名
、
②
住
所
、
③
電
話
番
号
、

④
年
齢
、⑤
参
加
人
数
、⑥
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
、⑦
参
加
講
座
、⑧
個
別

相
談
会
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
希

望
時
間
を
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
左
記
ま
で
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

(

一
社)

全
国
空
き
家
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
協
議
会 

滋
賀
県
長
浜
支
部(

☎
72
・
４
５
９
７
／
FAX 

50
・
１
０
８
１)

sodan@
nagaham

a-akiya.jp

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
ま
た
は
特
定
退
職

金
共
済
に
加
入
し
て
い
る
事
業
者
に
対
し
て
、

掛
け
金
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
助
成
内
容
】

　
新
規
契
約
を
対
象
に
、従
業
員
ご
と
に
掛
金

月
額
８
０
０
円
を
上
限
に
最
長
１
年
間
助
成

※ 

補
助
金
額
な
ど
詳
細
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※ 

共
済
制
度
に
つ
い
て
は
、中
小
企
業
退
職
金
共

済
事
業
本
部(

☎
03
・
６
９
０
７・１
２
３
４)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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お
知
ら
せ

保
健
だ
よ
り

お
元
気
で
す
か

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

お
知
ら
せ

な
が
は
ま
見
聞
録

至
誠
通
天

な
が
は
ま
の
文
化
財
／

な
が
は
ま
の
自
然
不
思
議
発
見

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

各
種
無
料
相
談

　
児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
心
身
の
発
達
お
よ

び
人
格
の
形
成
に
重
大
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

虐
待
を
疑
う
よ
う
な
場
面
に
遭
遇
し
た
と
き

は
、迷
わ
ず
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
虐
待
と
は

○
身
体
的
虐
待

　
　
な
ぐ
る
、け
る
、叩
く
な
ど

○
性
的
虐
待

　

 　
子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性
的
行
為
を
見

せ
る
な
ど

○
ネ
グ
レ
ク
ト

　

 　

家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を
与
え
な
い
、

ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
な
ど

○
心
理
的
虐
待

　

 　
言
葉
に
よ
る
脅
し
、無
視
、き
ょ
う
だ
い
間

差
別
、
子
ど
も
の
目
の
前
で
家
族
に
対
し
て

の
暴
力(

Ｄ
Ｖ)

な
ど

見
逃
さ
な
い
で
子
ど
も
か
ら
の

　
　
　
　
「
た
す
け
て
の
サ
イ
ン
」

　
不
自
然
な
あ
ざ
・
傷
、極
端
に
や
せ
て
い
る
、

衣
服
等
が
不
潔
、
大
人
の
顔
色
を
う
か
が
っ
て

い
る
な
ど

虐
待
通
告
・
児
童
相
談
に
関
す
る
連
絡
先

　
子
育
て
支
援
課
家
庭
児
童
相
談
室

　
☎
65
・
６
５
４
４

　
　

(

平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

　
☎
62
・
４
１
１
１(

時
間
外
・
土
日
・
祝
日)

彦
根
子
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
４
９・２
４・３
７
４
１(

代
表)

　

(

平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分)

鉄
道
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

「
み
ん
な
で
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修
」を
開
催
し
ま
す

み
ん
な
で
防
ご
う
！
子
ど
も
虐
待

11
月
は「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」で
す

問 
都
市
計
画
課
交
通
対
策
室 

☎
65
・
６
５
６
２

問 

人
権
施
策
推
進
課 

☎
65
・
６
５
６
０　

FAX 

64
・
０
３
９
６

　

 
jinken@

city.nagaham
a.lg.jp

問 

子
育
て
支
援
課
家
庭
児
童
相
談
室 

☎
65
・
６
５
４
４

◆
鉄
道
の
減
便
を
防
ぐ
た
め
に

　

令
和
３
年
10
月
か
ら
長
浜
～
米
原
間
の

電
車
が
一
部
減
便
さ
れ
ま
し
た
。

　
鉄
道
の
利
便
性
向
上
の
た
め
に
は
、市
民

の
皆
さ
ん
が
公
共
交
通
へ
の
関
心
を
高
め
、

一
人
で
も
多
く
の
人
に
ご
利
用
い
た
だ
く

こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
す
。

　

通
勤
や
通
学
は
も
ち
ろ
ん
、
旅
行
や

ち
ょ
っ
と
し
た
外
出
に
も
、ぜ
ひ
鉄
道
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◆
ス
マ
ー
ト
ム
ー
ブ
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

　
日
々
の「
移
動
」を「
エ
コ
」な
移
動
手
段

に
転
換
す
る
こ
と
を
「
ス
マ
ー
ト
ム
ー
ブ
」

と
い
い
ま
す
。

　
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
は
、日
常
生

活
の
行
動
の
見
直
し
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

時
間
に
正
確
で
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
少
な

い
鉄
道
を
積
極
的
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、

「
ス
マ
ー
ト
ム
ー
ブ
」
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。

　

第
２
回
じ
ん
け
ん
連
続
講
座
・
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
と
し
て
「
み
ん
な
で

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修
」を
開
催
し
ま
す
。

【
と　
き
】 11
月
25
日(

木)
 

17
時
30
分
～
19
時

【
と
こ
ろ
】 長
浜
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

 

多
目
的
ホ
ー
ル
Ａ
・
Ｂ(

高
田
町)

【
テ
ー
マ
】「
み
ん
な
で
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修
」

【
定　
員
】１
０
０
人
程
度(

先
着
順)

【
参
加
費
】無
料

【
講　
師
】 椙
山
女
学
園
大
学 

人
間
関
係
学
部

 

教
授 

加か

藤と
う 

容よ
う

子こ 

氏

【
申
込
み
】

　
①
氏
名
、②
住
所
、③
電
話
番
号
、④
託
児

を
希
望
す
る
場
合
は
子
ど
も
の
名
前
・
年

齢
を
直
接
、電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
で
担
当

課
ま
で
。

【
そ
の
他
】

・ 

こ
の
講
座
は
、
講
師
が
別
の
会
場
か
ら
講

演
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
で
す
。

・ 「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」と
は
、
悩
ん
で
い
る

人
に
気
づ
き
、声
を
か
け
、話
を
聴
い
て
、

必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
、
見
守
る
人
の
こ

と
で
す
。

里
親
家
庭
の
募
集

　

様
々
な
事
情
か
ら
家
庭
で
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
な
い
子
ど
も
を
、自
ら
の
家
庭
に
迎

え
入
れ
て
養
育
す
る
の
が
里
親
で
す(

養
育

里
親
・
養
子
縁
組
里
親
等)

。
一
定
の
研
修

や
審
査
を
受
け
た
あ
と
、里
親
と
し
て
登
録

さ
れ
ま
す
。

※ 

里
親
に
は
迎
え
入
れ
た
子
ど
も
の
養
育

費
と
里
親
手
当
、生
活
費
、学
校
給
食
費
、

子
ど
も
の
医
療
費
等
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
先

　
彦
根
子
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
７
４
９
・
24
・
３
７
４
１

　
こ
ば
と
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
０
７
７・５
２
５・０
０
３
０

　

長
浜
子
ど
も
の
ち
か
い
・
長
浜
子
育

て
憲
章
推
進
事
業
と
し
て
募
集
し
た
絵

手
紙
の
入
賞
作
品
の
巡
回
展
示
を
行
い

ま
す
。

【
と　
き
】

〇
11
月
３
日(

水)

～
10
日(

水)

　
平
和
堂
木
之
本
店(

木
之
本
町
木
之
本)

〇
11
月
12
日(

金)

～
18
日(

木)

　
西
友
長
浜
楽
市
店(

八
幡
東
町)

〇
11
月
20
日(

土)

～
30
日(

火)

　
湖
北
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー(

湖
北
町

速
水)

※
火
・
祝
日
休
館

〇
12
月
２
日(

木)

～
９
日(

木)

　
浅
井
図
書
館(

大
依
町)

※
月
・
火
休
館

〇
12
月
13
日(

月)

～
20
日(

月)

　

市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
民
交
流
ロ

ビ
ー(

八
幡
東
町)

【
内　
容
】

　

小
学
１
年
生
～
中
学
３
年
生
・
一
般

の
10
部
門
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
選
考
さ
れ
た

最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
３
点
、
佳
作
４

～
５
点
の
約
90
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

【
介
護
の
日
と
は
】

　

高
齢
化
な
ど
に
よ
っ
て
介
護
が
必
要

な
人
が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
、
介
護
に
関

す
る
課
題
は
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
中
、
多
く
の
人
が
介
護
を
身
近
な

も
の
と
し
て
と
ら
え
る
と
と
も
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
考
え
、
関
わ
っ
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
や
し
ょ
う
が
い
者
等
に
対
す
る

介
護
に
関
す
る
啓
発
を
重
点
的
に
実
施
す

る
日
と
し
て
、
11
月
11
日
を「
介
護
の
日
」

と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
介
護
に

つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
長
浜
市
で
は
、
介
護
に
興
味
が
あ
る
人

や
、
こ
れ
か
ら
介
護
を
始
め
る
人
に
知
識

と
技
術
を
学
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
介

護
に
関
す
る
入
門
的
研
修
の
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
研
修
に
つ
い
て
詳
し

く
知
り
た
い
人
は
、
担
当
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

絵
手
紙
展
開
催
の
お
知
ら
せ

11
月
11
日
は
介
護
の
日

問 

教
育
改
革
推
進
室 

☎
65
・
８
６
０
４

問 

高
齢
福
祉
介
護
課 

☎
65
・
７
７
８
９

相談名 日　時 場　所 問合先・申込先

行政相談・
人権相談

11月９日 ( 火 )　13 時～15 時 西浅井まちづくりセンター ( 西浅井町大浦 )

行政相談
　滋賀行政監視行政相談センター
　( ☎０７７－５２３－１１００)

人権相談
　大津地方法務局長浜支局
　( ☎６２－０５６５)

11月10 日 ( 水 )　13 時～15 時 高月支所 ( 高月町渡岸寺 )
11月11日 ( 木 )・18 日 ( 木 )・25 日 ( 木 )・
12 月２日 ( 木 )　９時～12 時
※11月11日 ( 木 )、25 日 ( 木 ) は人権相談のみ

さざなみタウンながはま文化福祉
プラザ ( 高田町 )

11月18 日 ( 木 )　９時～12 時 木之本まちづくりセンター ( 木之本町木之本 )
11月 24 日 ( 水 )　10 時～12 時 社協湖北センター ( 湖北町速水 )
11月 25 日 ( 木 )　９時～12 時
※人権相談のみ

社協木之本福祉ステーション
( 木之本町千田 )

12 月３日 ( 金 )　10 時～12 時 浅井支所 ( 内保町 )
12 月３日 ( 金 )　13 時～15 時 余呉まちづくりセンター ( 余呉町中之郷)
12 月６日 ( 月 )　10 時～12 時 虎姫まちづくりセンター ( 田町 )
12 月７日 ( 火 )　10 時～12 時 びわ高齢者福祉センター ( 難波町 )

結婚相談

11月６日 ( 土 )　10 時～12 時
さざなみタウンながはま
文化福祉プラザ ( 高田町 )

社会福祉課 ( ☎６５－６５３６)
※ 登録は市ホームページ「結婚支

援」で検索または下記ＱＲコード
から。

※ いずれの会場も提供
　できる情報は同じで
　す。

11月11日 ( 木 )・18 日 ( 木 )・25 日 ( 木 )　
18 時～20 時

11月10 日 ( 水 )・17 日 ( 水 )　15 時～17 時 高月まちづくりセンター
( 高月町渡岸寺 )11月 27 日 ( 土 )　10 時～12 時

女性の悩み
相談★

11月 20 日 ( 土 )　13 時～16 時
市民交流センター ( 地福寺町 )

平日：人権施策推進課
( ☎６５－６５５６専用ダイヤル )
土日祝：市民交流センター
( ☎６５－３３６６)12 月２日 ( 木 )　10 時～13 時

一日年金相談所の
開設★ 11月18 日 ( 木 )　10 時～16 時 市役所本庁舎 5 階会議室 5 － C

( 八幡東町 )
彦根年金事務所　お客様相談室
予約受付専用ダイヤル
( ☎０７４９―２３－５４８９)

相続・年金・事業承
継・起業・助成金な
ど合同相談会★

11月 21日 ( 日 )　10 時～15 時 さざなみタウンながはま文化福祉
プラザ ( 高田町 )

司法書士・税理士・社会保険労務士
合同相談会グループ
( 予約受付☎７８-２０９６)

■各種無料相談　★印は予約が必要です。
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お
知
ら
せ

な
が
は
ま
見
聞
録

至
誠
通
天

な
が
は
ま
の
文
化
財
／

な
が
は
ま
の
自
然
不
思
議
発
見

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

各
種
無
料
相
談

お
知
ら
せ

保
健
だ
よ
り

お
元
気
で
す
か

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

このコーナーは、長浜の見どころ、市民の皆さん

の活動の様子やまちで見かけたほっとな話題を

紹介します。あなたが知っている旬の話題など

があれば、市民広報課（☎65－6504）までお知

らせください。

９月17日(金)
吉田拓馬選手が長浜市を訪問
　東京2020オリンピック水球男子日本代表の吉

よ し

田
だ

拓
た く

馬
ま

選手(東
京ガスクリエイティブ㈱、kingfisher74所属)が、交通安全の気運
を高めるため、市役所本庁舎での秋の全国交通安全運動出動式に
一日署長として出席。「市民が安全に暮らせるよう頑張ってくだ
さい」と署員らを激励しました。その後、藤井市長を訪問し、五輪
での成果を報告し、「たくさんの声援のおかげで、オリンピック
を思い存分楽しむことができた」と感謝の気持ちを語りました。

10月１日(金)
新たな仲間と地域をもっと元気に
　第３期長浜市地域おこし協力隊(北部)の活動報告と、新隊員
への委嘱状交付が北部振興局で行われました。任期満了とな
る隊員は、地域の人への感謝や、引き続き定住して展開してい
く今後の活動について語りました。
　新隊員としての意気込みを語った齋

さ い

藤
と う

季
と し

夏
か

さんと竹
た け

田
だ

展
ひ ろ

基
き

さんに、藤井市長は「今後の活動に期待します」と激励の言葉を
送りました。

９月30日(木)
脱炭素の推進に向けて
　湖北地域の若手経営者などで組織する「湖北市民会議」が、藤
井市長に「ゼロカーボンシティ宣言」に関する提言をしました。
　これは、市が2050年までに二酸化炭素排出量ゼロをめざし
た「脱炭素」の宣言をし、市民とともに取り組む施策・啓発を行
うよう提言したものです。
　藤井市長は「できることから、しっかり取り組んでいきたい」
と述べ、ともに協力して推進することを確認しました。

10月２日(土)～15日(金)
イルミで心を癒すひと時を
　長浜新川の斜面やその周辺でイルミネーションが点灯され
ました。これは、新型コロナの治療に携わる医療従事者への感
謝や、コロナ禍で様々な困難に立ち向かう人への応援の気持ち
を込めて、六荘プチイルミ実行委員会が実施したものです。
　点灯式では、イルミネーションの一部をデザインした長浜北
高校の生徒の点灯合図とともに電球が点灯し、訪れた人たち
は、辺り一帯を照らすイルミネーションを楽しみました。

９月24日(金)
エコなラップで社会貢献
　木之本町木之本のb

ブ ッ ク

ook c
カ フ ェ

afeすくらむが、「自然染みつろう
ラップ」を作っています。コロナ禍で郷土料理の提供ができず、
何かできないかと模索する中、野菜の皮などの煮汁と、ミツバ
チが巣を作る際に分泌する蜜

み つ

蝋
ろ う

を使ってみつろうラップを製
作。保湿性や通気性に優れ、洗って繰り返し使える環境に優し
いラップで、代表の藤

ふ じ

谷
た に

法
の り

子
こ

さんは「この活動を通じて社会貢
献に繋げられたら」と意気込みを語りました。

10月１日(金)
差別のない社会をめざして
　ＮＰＯ法人「ＣＩＬだんない」のメンバーが、しょうがい者差別
のない共生社会について多くの人に関心を持ってもらおうと、市
役所本庁舎で啓発活動を行いました。「ＣＩＬだんない」は、重い
しょうがいがあっても地域での自立生活を保障したいという思
いを持ち、介護事業や啓発活動を展開しています。今回、滋賀県
障害者差別解消共生社会づくり条例が完全施行され２年となる
機会に併せ、パンフレットなどを配布して啓発しました。

10月８日(金)
水球全国大会２位のチームが藤井市長を訪問
　第44回全国ＪＯＣジュニアオリンピックカップ夏季水泳競
技大会の水球競技で見事準優勝に輝いた「エル・アテインスイ
ミングスクール長浜」の中学生チームが藤井市長を訪れました。
　訪れた10人の選手たちは、試合結果の報告と、次回の大会に
向けた抱負を語りました。「次こそは勝って優勝したい」とい
う目標を聞いた藤井市長は、「大きな目標をもって、全力で練
習に励んでほしい」とエールを送りました。

10月１日(金)
手作業で稲刈り体験
　虎姫学園５年生の生徒45人が、学校近くの田んぼで稲刈り
を体験しました。これは、虎姫学園が総合的な学習の一環とし
て毎年行っている稲作体験活動です。
　生徒たちは、地元の農業者から、稲刈り方法の説明を受けた
後、田んぼに降りて鎌を使った稲刈りを行いました。生徒たち
は稲刈りが進むにつれて、みるみる刈り取りが上手になり、普
段できない体験を楽しんでいました。

このコーナーは、長浜の見どころ、市民
の皆さんの活動の様子やまちで見かけ
たほっとな話題を紹介します。あなた
が知っている旬の話題などがあれば、
政策デザイン課（☎65－6504）までお
知らせください。

長浜市公式 SNS
● 長浜の催しや風景など、自慢の一枚をインスタグラムに投稿してください。

長浜市公式インスタグラムアカウント「# みんなのちょぴっく」で紹介します。
詳しくは市ホームページをご覧ください。

● 見聞録のイベントは市公式 Facebook ページでもさらに詳しくみることができ
ます。 ▲市ホームページ ▲ほっとにゅ～す
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

保
健
だ
よ
り

お
元
気
で
す
か

な
が
は
ま
見
聞
録

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

至
誠
通
天

な
が
は
ま
の
文
化
財
／

な
が
は
ま
の
自
然
不
思
議
発
見

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

各
種
無
料
相
談

日日時　場場所　対対象　内内容　定定員　費費用　持持ち物　講講師　申申込方法
締申込締切・期間　他その他　問問合せ

■マークの意味日日時　場場所　対対象　内内容　定定員　費費用　持持ち物　講講師　申申込方法
締申込締切・期間　他その他　問問合せ

■マークの意味

　
宅
地
内
の
下
水
道
排
水
設
備
の
点
検
・
清
掃
・

修
理
な
ど
に
つ
い
て
、事
実
と
異
な
る
説
明
を
し

て
強
引
に
作
業
を
行
い
、後
で
高
額
な
費
用
を
請

求
す
る
悪
質
業
者
が
あ
り
ま
す
。
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
そ
の
場
で
す
ぐ
に
契
約
し
な
い
。

〇
勝
手
に
作
業
を
さ
せ
な
い
。

〇 

会
社
名
と
氏
名
を
聞
き
、身
分
証
明
書
の
提
示

を
求
め
る
。

　

不
審
に
思
っ
た
場
合
は
市
下
水
道
施
設
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 
下
水
道
施
設
課(

☎
65
・
１
６
０
１)

　

専
門
の
医
師
や
保
健
師
が
ア
ル
コ
ー
ル(

酒)

に
関
わ
る
問
題
を
抱
え
る
人
や
そ
の
ご
家
族
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日 
原
則
第
２
木
曜
日

場 
長
浜
保
健
所(

平
方
町)

申 
電
話
で
。

問 
長
浜
保
健
所 

地
域
保
健
福
祉
係

　

(

☎
65
・
６
６
１
０)

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、所
得
税
お
よ
び
住
民
税

の
申
告
で
、全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

　
今
年
、国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
人
に
、日

本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料(

国
民
年
金
保

険
料)

控
除
証
明
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
年
末

調
整
や
確
定
申
告
を
行
う
時
に
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」を
利
用
す
る
と
、

い
つ
で
も
自
身
の
年
金
記
録
を
確
認
で
き
、将
来

の
年
金
受
給
見
込
額
に
つ
い
て
、年
金
記
録
を
基

に
様
々
な
パ
タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問 
彦
根
年
金
事
務
所 

国
民
年
金
課

　

(

☎
０
７
４
９
・
23
・
１
１
１
４
）

　

釘
か
ら
ペ
ー
パ
ー
ナ
イ
フ
を
作
る
鍛
冶
体
験

を
し
ま
す
。

日 

 

11
月
13
日(

土) 

10
時
～

場 
萬ま

ん

右よ

鍛
冶
小
屋(

鍛
冶
屋
町)

対 
一
般
・
子
ど
も

定 

 

15
人

費 
５
０
０
円

講 
鍛
冶
屋
町
自
治
会
町
お
こ
し
委
員
会

申 
電
話
で
。

問  
浅
井
歴
史
民
俗
資
料
館(

☎
74
・
０
１
０
１)

　

市
内
の
小
・
中
学
生
が
、
地
域
の
豊
か
な
自

然
や
人
々
の
交
流
、伝
承
行
事
、古
い
町
並
み
な

ど
、
未
来
に
残
し
伝
え
て
い
き
た
い「
わ
た
し
の

ま
ち
の
た
か
ら
も
の
」を
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ(

持
続
可
能

な
開
発
目
標)

の
視
点
か
ら
絵
で
表
現
し
た
作
品

を
、市
内
３
か
所
で
巡
回
展
示
し
ま
す
。

日・場
〇
11
月
５
日(

金)

～
14
日(

日)

　
高
月
図
書
館(

高
月
町
渡
岸
寺)

〇
11
月
20
日(

土)

～
28
日(

日)

　
浅
井
図
書
館(

大
依
町)

〇
12
月
２
日(

木)

～
９
日(

木)

　
イ
オ
ン
長
浜
店(

山
階
町)

費 
無
料

他 
図
書
館
は
月
・
火
曜
日
休
館
。
マ
ス
ク
を
着

用
し
、他
の
来
場
者
と
十
分
に
間
隔
を
と
っ
て

鑑
賞
し
て
く
だ
さ
い
。

問 
長
浜
ユ
ネ
ス
コ
協
会(

生
涯
学
習
文
化
課
内)

(

☎
65
・
６
５
５
２)

①
経
営
者
向
け
セ
ミ
ナ
ー

　

新
た
な
人
材
確
保
や
離
職
者
を
減
ら
す
た
め

に
は
、「
働
き
続
け
た
い
」と
思
え
る
、魅
力
的
な

職
場
環
境
づ
く
り
が
重
要
で
す
。
経
営
戦
略
の

視
点
か
ら
、多
様
な
働
き
方
の
実
現
に
よ
る
人
材

確
保
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日 

 

11
月
16
日(

火) 

10
時
～
12
時

場 
市
役
所
本
庁
舎(

八
幡
東
町) 

②
就
労
中
の
女
性
向
け
セ
ミ
ナ
ー

　

仕
事
や
家
事
・
育
児
に
追
わ
れ
て
時
間
に
余

裕
が
な
い
中
で
も
、心
に
余
裕
を
持
ち
、家
族
と

円
滑
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
コ
ツ
を

紹
介
し
ま
す
。

日 

 

11
月
24
日(

水) 

10
時
～
12
時

場 
え
き
ま
ち
テ
ラ
ス
長
浜 LO

CO
 Living(

北
船
町)

〈
共
通
事
項
〉

申 
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
、LIN

E

で
。

問 LO
CO

 Living(

☎
53
・
４
４
８
０)

　

loco.living1@
gm

ail.com

　

LIN
E@

：
＠346hnxis

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ(

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患)

は
、肺
気
腫

や
慢
性
気
管
支
炎
の
総
称
で
、患
者
の
９
割
が
喫

煙
者
で
あ
る
こ
と
か
ら「
た
ば
こ
病
」と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
病
気
に
か
か
る
と
完
治
は
せ
ず
、進
行
す

る
と
呼
吸
困
難
で
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
ほ

か
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
重
症
化
リ

ス
ク
が
あ
り
ま
す
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
進
行
予
防
の
た
め
に
は
、早
期
受

診
・
検
査
・
治
療
が
重
要
で
す
。

　

発
症
初
期
は
無
症
状
で
見
過
ご
さ
れ
や
す
い

た
め
、特
に
発
症
リ
ス
ク
が
高
ま
る
40
歳
以
上
で

喫
煙
歴
の
あ
る
人
は
、禁
煙
を
検
討
し
、医
療
機

関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

【
症
状
例
】

　
・
せ
き
や
た
ん
が
よ
く
出
る
、長
引
く

　
・
風
邪
を
ひ
き
や
す
い

　
・
階
段
で
息
切
れ
が
す
る

　
・
体
を
動
か
す
と
動
悸
が
す
る

問 
健
康
企
画
課(

☎
65
・
７
７
７
９)

　
長
浜
市
住
み
よ
い
緑
の
ま
ち
づ
く
り
の
会
で
、

「
花
と
緑
の
寄
せ
植
え
教
室
」を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、ぜ
ひ
寄
せ
植
え
を
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。
お
一
人
や
ご
家
族
で
の
参
加
も
大

歓
迎
で
す
。

日 

 

11
月
28
日(

日)

　
午
前
の
部 

10
時
～

　
午
後
の
部 

13
時
30
分
～

場 
長
浜
サ
ン
ド
ー
ム(

宮
司
町)

対 
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
へ
通
勤
・
通
学
し
て

い
る
人

定 
午
前
・
午
後 

各
30
人(

先
着
順)

費 
大
人
１
，５
０
０
円

　
中
学
生
以
下
５
０
０
円

持
作
品
持
ち
帰
り
用
の
袋
、移
植
ご
て
等

申  

11
月
９
日(

火)

９
時
以
降
に
電
話
で
。

他 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
マ

ス
ク
着
用
、ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
の
徹
底
、体
温
計

測
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
当
日

体
調
不
良
の
人
は
参
加
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問 
長
浜
市
住
み
よ
い
緑
の
ま
ち
づ
く
り
の
会
事

務
局(

都
市
計
画
課
内)(

☎
65
・
６
５
４
１
）

　

テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
夏
井
い
つ
き
先
生
の

大
好
評
の
長
浜
盆
梅
展
句
会
ラ
イ
ブ
を
２
年
ぶ

り
に
開
催
し
ま
す
。
誰
で
も
簡
単
に
楽
し
く
俳

句
が
詠
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日 

 

１
月
29
日(

土)

　
第
１
回 

10
時
～
12
時

　
第
２
回 

14
時
～
16
時

場 
カ
ル
チ
ャ
ー
ル
ー
ム
＆
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
臨

湖(

港
町)

定 
各
回
１
０
０
人(

先
着
順)

費 
３
，０
０
０
円(

盆
梅
展
鑑
賞
券
・
お
茶
席
券
付)

申 
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
。

問 
長
浜
観
光
協
会(

☎
53
・
２
６
５
０
）

　
次
代
を
担
う
青
少
年
が
夢
と
希
望
を
持
ち
、健

全
に
成
長
で
き
る
よ
う
、
市
民
ぐ
る
み
で
考
え
、

よ
り
よ
い
社
会
を
築
く
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

日 

 

12
月
５
日(

日) 

13
時
～
16
時

場 
浅
井
文
化
ホ
ー
ル(

内
保
町)

内 
明
る
い
家
庭
づ
く
り
標
語
の
表
彰
、
青
少
年

育
成
顕
彰
の
表
彰
、
小
中
学
生
に
よ
る
意
見

作
文
発
表
、
長
浜
市
少
年
少
女
合
唱
団「
輝
ら

り
キ
ッ
ズ
」、
木
之
本
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ク
ラ

ス
、
長
浜
文
化
芸
術
ユ
ー
ス
会
議「
は
ま
か
る

N
EXT

」
な
ど
に
よ
る
活
動
発
表
︵
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
）、
絵
画
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
の
優
秀
作

品
巡
回
展
示

定 
２
２
０
人
程
度

費 
無
料

申 
電
話
で
。

問 
青
少
年
育
成
市
民
会
議(

生
涯
学
習
文
化
課

内)(
☎
65
・
６
５
５
２)

下
水
道
設
備
の

悪
質
業
者
に
ご
用
心

「
社
会
保
険
料(

国
民
年
金
保
険
料)

控
除
証
明
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す

体
験
教
室

「
鍛
冶
屋
さ
ん
に
な
ろ
う
！
」

長
浜
盆
梅
展
句
会

ラ
イ
ブ
参
加
者
募
集

女
性
の
「
働
き
続
け
る
」
を

応
援
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

長
浜
市
青
少
年
健
全
育
成

「
市
民
の
つ
ど
い
」

11
月
17
日
は

世
界
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
デ
ー
で
す

「
絵
で
伝
え
よ
う
！
わ
た
し
の

ま
ち
の
た
か
ら
も
の
」
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

作
品
展
を
開
催
し
ま
す

長
浜
保
健
所

ア
ル
コ
ー
ル
相
談
の
お
知
ら
せ

花
の
寄
せ
植
え
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か

◆ 広報紙がスマートフォンやタブレット端末で
いつでもどこでも読める

◆広報紙のバックナンバーも読める　
◆地域のお好み情報をお届け

※ ＱＲコードを読み取ってアプリ
をダウンロードしてください

で、広報ながはまをもっとお手軽に！
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お
知
ら
せ

な
が
は
ま
見
聞
録

至
誠
通
天

各
種
無
料
相
談

お
知
ら
せ

保
健
だ
よ
り

お
元
気
で
す
か

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

子育て個別相談会・離乳食のおはなしタイム
●予約制で個別相談会を実施します（随時予約受付）
　妊娠中の心身のことやお子さんの発育・発達、歯科、栄養面
等について専門スタッフが疑問や不安にお答えします。
　身体計測のみ(要予約)も可能です。※１人につき30分程度

【対　象】 妊婦さん、０歳～就学前のお子さんと保護者
【時　間】 ９時30分、10時、10時30分、11時
※11月24日(水)オンライン相談あり(要予約、ZOOM）

●離乳食のおはなしタイム(随時予約受付)
　離乳食のすすめ方や心配ごと、相談など栄養士
が個別で対応します。　※１人につき30分程度

【時　間】 ９時30分、10時、10時30分、11時
【日　程】 子育て個別相談会と同じ日程
【対　象】 ５～８か月のお子さんを持つ保護者
【持ち物】 母子手帳、水筒
　　　　 バスタオル(身体測定を希望する人)
離乳食の動画を配信しています。

各会場予約申込み先
・保健センター　☎６５－７７５１
・高月分室　　　☎８５－６４２０

　来場される保護者および乳幼児が、次の場合は体調が回復したうえで次回健診にお越しください。①健診当日に発熱や風
邪症状が持続している。②過去２週間以内に発熱があった。③濃厚接触者の経過観察期間に該当する。
○お住まいの地区以外の会場で受診される場合は、２日前までに連絡してください。
○感染対策として、計測・診察時にバスタオルを使用しますので、ご持参ください。
○健診時間は約１時間30分です。

 長浜市保健センター (健康推進課)
☎６５－７７５１(子育て、成人の相談 )
☎６５－７７５９(保健予防事業について )

 保健センター高月分室 (北部健康推進センター)
☎８５－６４２０ 保健だより

　エイズは「後天性免疫不全症候群」といい、ＨＩＶウィルスに感染しておこる病気です。近年、治療法の進歩に
より、ＨＩＶ陽性であっても早期に把握、治療を開始、継続することで発症を防ぎ、社会生活が送れるようになっ
ています。また、治療により体内のウィルスが減少すれば、感染リスクも大きく低下することも確認されていま
す。ＨＩＶに感染しているかどうかは検査を受けなければわかりません。検査は保健所で「無料・匿名」で受け
ることができます。エイズやＨＩＶ感染についての詳細は滋賀県ホームページをご確認ください。
〇エイズやＨＩＶ感染についての電話相談
　ＨＩＶ相談専用電話(滋賀県 薬務感染症対策課内) ☎０７７－５２４－００５１
　受付時間：月・水曜日９時～ 12時
〇エイズ検査の受付(予約制)
　長浜保健所 ☎６５－６６６２
　受付時間：第１火曜日14時～ 15時20分／第４火曜日13時～ 14時30分

12月１日は「世界エイズデー」

 乳幼児健診

 対　象  開催日  通訳  会　場
 長浜・浅井・びわ・
虎姫地区にお住まいの人 11月24日(水)  ○  保健

センター
 湖北・高月・木之本・
余呉・西浅井地区に
お住まいの人

11月17日(水)  高月分室
▲離乳食動画

 健　診  対象児の生年月日
 会場・実施日  持ち物

 保健センター
長浜・浅井・びわ・
虎姫地区（通訳あり）

 高月分室
湖北・高月・木之本・
余呉・西浅井地区

 【共通】 母子健康手帳
　　　質問票、バスタオル
＊同伴の人は必ずマスクの着用

４か月児健診 令和３年８月
１～15日生 12月21日(火)

12月20日(月)
16～末日生 12月22日(水)

10か月児健診 令和３年２月
１～15日生 12月13日(月)

12月17日(金)
16～末日生 12月14日(火)

１歳８か月児健診 令和２年４月
１～15日生 12月９日(木)

12月16日(木) 歯ブラシコップ16～末日生 12月10日(金)

２歳８か月児健診 平成31年４月
１～15日生 12月６日(月)

12月８日(水) 歯ブラシ、コップ
ささやき声検査結果票16～末日生 12月７日(火)

３歳８か月児健診 平成30年４月
１～15日生 12月２日(木)

12月１日(水) 歯ブラシとコップ
尿(清潔な容器に入れて)16～末日生 12月３日(金)

受付時間：奇数日生まれ (13時～ 13時 35分 )　偶数日生まれ (13時 35分～ 14時 15分 )

どちらも定員あり、申込み順です。

▲滋賀県ホームページ

“レッドリボン”は
エイズへの理解と
支援の象徴として
使われています

321

料金受取人払郵便

長浜局承認

差出有効期間
2022年５月31日
まで

5 2 6 8 7 9 0

切手を貼らずに
お出し下さい。

長
浜
市
八
幡
東
町
６
３
２

長
浜
市
役
所
　
政
策
デ
ザ
イ
ン
課
　
広
報
報
道
室

「
市
民
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」係
　行

市民の皆さんの声をお聞かせください
「市民からのメッセージ」

　市民の皆さんの声を市政に反映し、暮らしやす
いまちをつくるため、「市民からのメッセージ」
を募集します。「広報ながはま」や市政に関する
意見や提案をお聞かせください。
　お寄せいただいたメッセージは、市民の皆さん
と共有するため、今後、市ホームページで掲載す
る場合があります。

①切り取り線（破線）に沿って切り、中央の
　線に沿ってやま折りにします。
②のりしろにのりを付けて、貼り合わせてく
　ださい。
③切手は貼らずに、そのままポストへ投函し
　てください。

＜様式の使い方＞

【問合せ】長浜市役所　政策デザイン課　広報報道室　
（電話６５－６５０４／ FAX６５－４００６）

の
り
し
ろ

のりしろ

のりしろ

や
ま
折
り

広報ながはま
2021年11月号21

人
生
１
０
０
年
時
代
の
到
来

　
　
　
　
　
　
　
健
康
に
生
き
る

　
紅
葉
の
美
し
い
季
節
、皆
さ
ん
お
元
気
に

お
過
ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
気
持
ち

の
良
い
秋
の
行
楽
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
湖

北
の
美
し
い
紅
葉
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
最
近
、「
人
生
１
０
０
年
時
代
」

と
い
う
言
葉
が
、
様
々
な
場
面
で
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
元
気
な
１
０
０
歳
と
い
え
ば
、
今
か
ら

30
年
前
に
注
目
を
集
め
た
双
子
姉
妹
の

「
き
ん
さ
ん
ぎ
ん
さ
ん
」
を
思
い
出
し
ま

す
。
毎
日
の
暮
ら
し
ぶ
り
が
テ
レ
ビ
で
放

送
さ
れ
、
１
０
０
歳
の
お
祝
い
の
席
で
は

「
う
れ
し
い
よ
う
な
、
か
な
し
い
よ
う
な
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
た
言
葉
が
流
行
語
大
賞
に

も
な
り
ま
し
た
。
当
時
、
ま
だ
１
０
０
歳

が
珍
し
い
時
代
に
、
不
老
長
寿
の
可
能
性

を
感
じ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

全
国
の
１
０
０
歳
以
上
の
高
齢
者
数

は
、昭
和
38
年
は
１
５
３
人
、き
ん
さ
ん
ぎ

ん
さ
ん
が
１
０
０
歳
を
迎
え
た
平
成
４
年

は
４
，１
５
２
人
、今
年
は
８
６
，５
１
０

人
で
過
去
最
多
を
更
新
し
、現
在
、長
浜
市

に
は
97
人
お
ら
れ
ま
す
。

　
市
内
の
男
性
の
最
高
齢
者
は
、
１
０
２

歳
の
蘭ら

ん

又ま
た

三さ
ぶ

郎ろ
う

さ
ん
で
、
自
宅
で
元
気
に

生
活
さ
れ
て
い
る
と
お
聞
き
し
、
緊
急
事

態
宣
言
が
明
け
た
10
月
に
お
会
い
し
て
き

ま
し
た
。

　

長
寿
の
お
祝
い
の
言
葉
を
か
け
る
と

「
こ
こ
ま
で
長
生
き
で
き
た
の
は
皆
さ
ん

の
お
か
げ
で
す
わ
」
と
謙
虚
に
笑
顔
で
話

さ
れ
ま
し
た
。
１
０
０
歳
ま
で
自
転
車
に

乗
っ
て
い
た
そ
う
で
、
ま
さ
に
理
想
の
老

後
像
で
す
。
長
寿
夫
婦
の
蘭
さ
ん
で
し
た

が
、昨
年
、奥
さ
ん
が
98
歳
で
他
界
さ
れ
る

と
い
う
悲
し
い
出
来
事
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
は
お
孫
さ
ん
や
娘
さ
ん
に
海

や
買
い
物
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
何
よ
り
嬉
し
い
そ
う
で
す
。
ま
た
、
鰻

が
大
好
物
な
ど
食
べ
物
の
話
が
弾
み
、
最

後
に「
市
長
さ
ん
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
励
ま
さ
れ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
私
も
こ
ん
な
風
に
歳
を
と
り
た
い

も
の
で
す
。

　
人
生
１
０
０
年
時
代
を
見
据
え
、
子
ど

も
か
ら
子
育
て
世
代
、お
年
寄
り
ま
で
、全

て
の
人
が
、
健
康
で
い
き
い
き
と
安
心
し

て
生
活
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

市長
コラム　
市長
コラム　

 ※至誠通天
　 誠を尽くせば天が
　 味方してくれること
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▲ 市内の男性最高齢102歳の
蘭さん(右)
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●広報ながはまに関するご意見
　（今後、特集を希望するテーマ）

●市政に関するご意見

※担当課からの返事をご希望の場合は、
　氏名・ご住所・連絡先（電話・メールなど）
　をご記入ください。

年齢　　　　　　歳（　男性  ・  女性　）

た
に
折
り
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過
活
動
膀
胱
に
つ
い
て

　
尿
が
近
い
、急
に
尿
意
が
あ
り
我
慢

で
き
な
い
、我
慢
で
き
ず
に
尿
が
漏
れ

る
と
い
う
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る
人
は
、

過
活
動
膀
胱
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
過

活
動
膀
胱
と
は
、
膀
胱
内
に
尿
が
そ

れ
ほ
ど
溜
ま
っ
て
い
な
い
の
に
排
尿

筋
が
収
縮
し
、
急
に
尿
意
が
催
し
頻

尿
を
招
く
病
気
で
す
。
高
齢
者
ほ
ど

頻
度
が
高
く
、
日
本
で
１
千
万
人
以

上
の
患
者
が
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
病
気
そ
の
も
の
は
命
に
か

か
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

本
人
に
と
っ
て
は
生
活
の
質
が
低
下

し
、つ
ら
い
も
の
で
す
。
ま
た
、男
性

は
前
立
腺
肥
大
症
が
メ
イ
ン
で
、
過

活
動
膀
胱
が
併
存
し
て
い
る
場
合
が

多
い
で
す
。

　
過
活
動
膀
胱
の
治
療
は
、
ま
ず
は

生
活
改
善(

減
量
、
適
度
な
運
動
、
禁

煙
、夜
間
飲
水
制
限
、便
秘
の
改
善
な

ど)

や
膀
胱
訓
練
を
行
い
、
尿
漏
れ
を

伴
う
よ
う
で
あ
れ
ば
、
骨
盤
底
筋
体

操
が
有
用
で
す
。

　
膀
胱
訓
練
と
は
、
頻
尿
が
続
く
こ

と
に
よ
り
次
第
に
小
さ
く
な
っ
て

い
っ
た
膀
胱
に
対
し
、
排
尿
間
隔
を

徐
々
に
長
く
し
て
、
膀
胱
に
た
め
る

こ
と
が
で
き
る
尿
量
を
増
や
す
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。
仕
事
や
趣
味
な

ど
に
没
頭
し
、
意
図
的
に
尿
意
を
我

慢
し
て
強
い
尿
意
が
過
ぎ
去
る
の
を

待
ち
、
最
初
は
数
分
間
の
我
慢
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
少
し
ず
つ
我
慢
す
る

時
間
を
延
ば
し
て
い
き
ま
す
。
た
だ

し
、
尿
路
感
染
症
が
あ
る
場
合
や
残

尿
が
多
い
場
合
は
悪
化
す
る
可
能
性

が
あ
る
た
め
、
診
察
を
受
け
た
う
え

で
行
う
の
が
よ
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
骨
盤
底
筋
体
操
と
は
、
排
尿
を
我

慢
す
る
筋
肉
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す

る
こ
と
で
尿
漏
れ
を
軽
減
す
る
も
の

で
、数
か
月
間
、気
長
に
続
け
る
こ
と

で
効
果
が
表
れ
る
運
動
療
法
で
す
。

併
せ
て
薬
物
療
法
も
有
効
で
、
こ
ち

ら
も
膀
胱
の
過
剰
な
収
縮
を
抑
え
る

こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
治
療
で
改
善
し
な
い
場

合
に
は
、
令
和
２
年
に
保
険
適
用
と

な
っ
た
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
療
法
と
い
う
外

科
治
療
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
膀
胱

内
に
局
所
麻
酔
を
行
い
、カ
メ
ラ
を
用

い
て
、膀
胱
の
筋
肉
を
緩
め
る
薬
で
あ

る
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
毒
素
を
膀
胱
壁
に
直

接
注
射
す
る
治
療
で
、当
院
で
も
日
帰

り
で
治
療
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
頻
尿
で
お
困
り
の
場
合
は
、ぜ
ひ
当

院
泌
尿
器
科
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市立病院通信-○-127

 このコーナーでは、病院施設や事業のほか、生活に役立つ “健康豆知識 ”
などを紹介します。

 問  

長
浜
市
立
湖
北
病
院

　

 

☎
82
・
３
３
１
５(

代
表)

長浜市立湖北病院
泌尿器科医師
 太

お お

田
た

 雄
ゆ う

基
き

　

羽
柴
秀
吉
が
今
浜
城(

長
浜
城)

の
築
城

工
事
に
際
し
て
、
近
郷
近
在
の
村
人
へ
、
人

夫
と
し
て
の
出
役
を
命
じ
た
文
書
で
す
。

織
田
信
長
の
家
臣
と
し
て
、
天
正
元
年(

１
５
７
３)

に
小
谷
城
主
浅
井
氏
を
滅
亡
に

追
い
込
ん
だ
秀
吉
は
、翌
年
か
ら
城
地
を
湖

岸
の
今
浜(

長
浜)

へ
移
し
、
城
と
城
下
町
を

建
造
し
ま
す
。
こ
の
文
書
は
、そ
の
天
正
２

年(

１
５
７
４)

の
も
の
と
推
定
さ
れ
、「
藤

吉
郎 

秀
吉
」と
署
名
し
、そ
の
下
に
花か

押お
う

が

据
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
宛
名
は
、坂
田
郡
平

方
村(

平
方
町)

宛
て
で
す
が
、
同
じ
よ
う
に

出
役
を
命
じ
た
文
書
は
、浅
井
郡
下
八
木
村

(

下
八
木
町)

宛
て
と
、伊
香
郡
唐
川
・
布
施
・

髙
田
村(

高
月
町
唐
川
・
布
施
・
東
高
田)

宛
て
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、秀
吉
が

領
国
と
し
た
北
近
江
全
域(

長
浜
市
・
米
原

市
域)

の
村
に
は
、
ど
の
村
に
も
出
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
平
方
村
宛
て
の
こ
の
文
書
に
は
、城
の
普

請
に
当
た
り
鋤す

き

・
鍬く

わ

や
「
も
っ
こ
」
を
持
参

し
、
農
民
は
も
と
よ
り「
諸
奉
公
人
」・「
出

家
」・「
商
人
」で
あ
っ
て
も
、
明
後
日
の
６

月
８
日
に
は
参
集
す
る
よ
う
に
伝
え
て
い

ま
す
。
鋤
・
鍬
は
農
業
で
使
う
ス
コ
ッ
プ

の
よ
う
な
道
具
、「
も
っ
こ
」
は
縄
な
ど
を

網
状
に
編
ん
だ
資
材
を
運
ぶ
道
具
で
す
。

最
後
に
、出
役
し
な
い
者
が
い
れ
ば
厳
し
く

断
罪
す
る
と
あ
り
ま
す
の
で
、村
内
各
戸
か

ら
必
ず
１
人
は
出
る
必
要
が
あ
っ
た
も
の

と
推
測
さ
れ
ま
す
。
平
方
村
宛
て
以
外
の

２
通
と
比
較
す
る
と
、
こ
の
文
書
の
み「
商

人
」と
い
う
記
述
が
あ
り
ま
す
。
中
世
の
平

方
は
琵
琶
湖
の
良
港
と
し
て
栄
え
、市
場
も

立
っ
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
、

村
々
の
実
情
を
し

っ
か
り
把
握
し

て
、
こ
の
文
書
が

出
さ
れ
て
い
る
点

は
驚
き
で
す
。

　

秀
吉
の
長
浜
城

は
、領
国
で
あ
っ
た

北
近
江
の
庶
民
の

力
に
よ
っ
て
建
造

さ
れ
た
事
実
を
、こ

の
史
料
か
ら
読
み

取
る
こ
と
も
大
切

な
こ
と
で
す
。

シリーズ○シリーズ

 市内には、国や県、市が指定した文
化財がキラ星のごとく光り輝いてい
ます。このコーナーでは、数ある文
化財の中から代表的なものをシリー
ズで紹介します。
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長
浜
に
冬
の
到
来
を
告
げ
る
コ
ハ
ク

チ
ョ
ウ
の
第
１
陣
が
10
月
15
日
に
到
着
し

ま
し
た
。
琵
琶
湖
が
、
渡
り
鳥
た
ち
で
一

層
、賑
や
か
に
な
る
季
節
の
到
来
で
す
。

　

冬
に
や
っ
て
来
る
渡
り
鳥
の
中
で
、
コ

ハ
ク
チ
ョ
ウ
は
最
も
長
い
距
離
を
旅
す
る

水
鳥
の
ひ
と
つ
で
、
そ
の
距
離
は
繁
殖
地

の
北
極
圏
の
ツ
ン
ド
ラ
地
帯
か
ら
日
本
の

長
浜
ま
で
の
数
千
キ
ロ
に
及
び
ま
す
。
中

継
地
で
休
み
休
み
し
な
が
ら
、
１
か
月
ほ

ど
で
数
千
キ
ロ
を
移
動
す
る
彼
ら
の
能
力

に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

　

コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
第
１
陣
は
成
鳥
が
ほ

と
ん
ど
で
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
経
っ
て
か

ら
幼
鳥
を
連
れ
た
家
族
の
群
れ
が
渡
来
す

る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
こ
れ
は
、
幼

鳥
に
は
渡
り
の
経
験
が
な
い
た
め
、
親
が

気
遣
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
渡
る
か
ら
で
は
な

い
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
は
家
族
の
絆
が
と
て
も

深
く
、
長
浜
で
の
越
冬
期
間
中
は
ず
っ
と

家
族
で
行
動
し
て
い
ま
す
。
体
調
を
崩
し

た
り
、
け
が
を
し
た
り
す
る
コ
ハ
ク
チ
ョ

ウ
が
毎
年
見
つ
か
り
ま
す
が
、
家
族
が
そ

ば
で
連
れ
添
う
よ
う
に
し
て
い
る
姿
が
よ

く
見
ら
れ
ま
す
。

　

冬
期
、
び
わ
地
域
か
ら
湖
北
地
域
に
か

け
て
の
湖
岸
近
く
の
水
田
で
、
エ
サ
を
食

べ
る
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
群
れ
が
見
ら
れ
ま

す
。
群
れ
の
中
の
灰
色
の
幼
鳥
の
側
に
い

る
白
い
成
鳥
２
羽
が
両
親
で
す
の
で
、
コ

ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
家
族
模
様
の
観
察
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。 問  

湖
北
野
鳥
セ
ン
タ
ー

︵
☎
79
・
１
２
８
９
）

 問  

歴
史
遺
産
課︵
☎
65
・
６
５
１
０
）

不思議発見！不思議発見！不思議発見！不思議発見！

ながはまの
　　    自然
ながはまの
　　    自然
ながはまの
　　    自然
ながはまの
　　    自然

エピソード　16
「コハクチョウ」

長浜市指定文化財
「羽柴秀吉下

げ

知
ち

状
じょう

 平方名主百姓宛」
　指定日：昭和 49 年３月 27 日指定
　所有者：個人蔵

▲羽柴秀吉下知状 平方名主百姓宛

このエピソードを紹介する
おもしろ動画はコチラ
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市内には以下の図書館もあります

　「けやきっ子」とは、市の木「けやき」
になぞらえ、どっしりと大地に根を張っ
て知恵や知識を吸収し、太く堅い幹の
ようにしっかりと生きる力を身につけ、
想像の枝をのびのびと広げて豊かに生
きる長浜の子どもたちをいいます。 11月は21日

毎月第 3 日曜日は「けやきっ子読書の日」

館 名 問い合わせ 休館日 開館時間

長 浜 ☎ 63－2122 ◎毎週　火曜日◎資料整理日　11月25日（木）
平日：10時～20時
土・日・祝日：10時～18時

浅 井 ☎ 74－3311

◎毎週　月・火曜日
◎資料整理日　11月25日（木） 10時～18時

び わ ☎ 72－4305

高 月 ☎ 85－4600

虎 姫 ☎ 73－2335

湖 北 ☎ 78－1687

公益財団法人 
江

こ

北
ほ く

図書館

木之本町木之本1362　☎ 82-4867
休館日：月曜日、第１・３日曜日、祝日
ホームページ：http://kohokutoshokan.com

【ながはま文化福祉プラザ】
●文化福祉プラザ室／☎ 65-6907
●長浜まちづくりセンター／☎ 62-1808
●長浜図書館／☎ 63-2122 
●長浜市地域福祉センター／☎ 62-1804
●ながはま市民協働センター／☎ 65-6525

【長浜商工会議所・長浜ビジネスサポートセンター】 
●長浜商工会議所／☎ 62-2500
●長浜ビジネスサポート協議会／☎ 53-2770

● ながはま市民協働センター
☎ 65-6525　Mail:katsudou@city.nagahama.lg.jp

● 北部サテライトセンター きのもと交遊館
長浜市木之本町木之本 1118　開所日 水・日曜日

図

書

室

施設基本情報

長浜市立図書館

ながはま市民協働センター

どなたでも利用できます
　図書館は個人利用カードがあれば本や雑誌を借り
たり、インターネットで予約をしたり、利用状況の確
認などができます。図書館は利用者のプライバシー
を守ります。安心してご利用ください。
　図書館の利用は無料です（コピーは有料）。

本を借りるとき
　個人利用カードが必要です。

・ 初めて本を借りる人は、図書館のカウンターで利用
登録をしてください。登録後、個人利用カードをお
渡しします。

・ 登録には、住所、通勤・通学先を証明できるものが必
要です(免許証、保険証、社員証、学生証など)。

・個人利用カードは５年ごとに更新が必要です。

返すとき
　市内６図書館および木之本・余呉・西浅井図書室
のどこにでも返却できます。返却ポストも利用でき
ます。
　詳しくは図書館ホームページをご覧ください。

ようこそ図書館へ

　朝起きたら、犬小屋で寝ている
のは人間だけで、犬はご主人様の
布団の中？長谷川町子、坂口安吾、
川端康成などの著名人も、家の中
では立場が逆転？出会い・日常そ
してお別れ…思わず共感してしま
う犬との愛しく優しい時間のエピ
ソードが満載。
※『作家と猫』もあります。

　「枝豆とダイズともやしはみん
な同じ豆」、「イチゴの缶づめが売
られている？」、「チーズでお金が
借りられる国がある？」いろいろ
な食べものにまつわる「へー、びっ
くり！」がいっぱいです。毎日食
べているごはんを見る目が変わる
かもしれません。

『作家と犬』 『たべものびっくり事典　ウソでしょ！？
マジです！！』

平凡社編集部／編者(平凡社) こざきゆう／文　えのきのこ／絵(ポプラ社)

室名 問い合わせ 休室日 開室時間
木之本 ☎８２－５９１５ 土曜日／日曜日／祝日 ８時30分～17時
余　呉 ☎８６－８１０７ 水曜日／祝日 ９時～17時
西浅井 ☎８９－１１２５ 月曜日／第１・３日曜日／祝日 ８時30分～17時

▲市立図書館
ホームページ
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交流広場を利用できます 今さら聞けない非営利団体の「お金」のこと

憩いの場、つながりづくりの場 市民活動における悩みごとを解消！
実践者に学ぶ勉強会を開催します。

　さざなみタウン南側の交流広場は、いつでも誰もが
自由に過ごせる交流スペースです。市民の皆さんが、
思い思いに時間を過ごすことができるようにベンチ
を設置しています。申込みをしていただくことで、交
流広場でイベントも開催できます。まずはお気軽に
ご相談ください。利用料金などの詳細は、ホームペー
ジで確認できます。
問 文化福祉プラザ室(☎６５－６９０７)

交流広場の魅力ポイント
①販売が可能
②駅前通りに面している
③料金は１㎡あたり１日20円と低額
④テントの貸出可

カードを作ることができる人
①長浜市内にお住まいの人
②長浜市内に通勤・通学されている人
③米原市にお住まいの人

　多くのＮＰＯ・市民活動団体が抱える運営上の課
題解決をテーマに、活動の活発化や、多くの人からの
支援を獲得するのに不可欠な組織づくりについて学
びます。より良い組織づくりのための“ヒント”や“コ
ツ”を見つけてみませんか。

【日時】11月27日(土)13時～ 15時
【場所】長浜まちづくりセンター (高田町)
【内容】
　・ガイダンス(非営利団体のビジネスモデル)
　・グループワーク(所属団体・活動の収益化)

【定員】20人(先着順)・託児あり
【参加費】無料
【申込み】右記ＱＲコードから。

【講師】荒
あ ら

木
き

 勇
ゆ う

輝
き

 氏
　　　(ＮＰＯ法人寺子屋プロジェクト）
※講師はオンラインでの登壇となります。

お寺を拠点とした学びの場を
運営するとともに、主に子育
て・教育関連の非営利活動を
行う人を支援する事業を展開
中。

【さざなみタウンフリー Wi-Fi】
　ながはま文化福祉プラザでは館内全フロア、会議室で使える

「さざなみタウンフリー Wi-Fi」を導入しています。スマートフォ
ンやパソコンを使ったインターネット検索やリモート会議など
にご活用ください。また、会議の際に使用するプロジェクターな
どの設備もご利用いただけます。フリーWi-Fiは長浜商工会議所、
長浜ビジネスサポートセンターでも使用できます。詳しくは各
施設の窓口までお問い合わせください。

さざなみタウンの施設や行事などいろんなことを
毎月紹介していきます。

▲ホームページ ▲Twitter ▲YouTube

さざなみ
タウンの
ＳＮＳ

▲リモート会議の様子
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国籍やしょうがい、年齢にかかわらず、 どなたでもマイム、
パントマイムを体験できるワークショップです。
みんなで一緒にカラダで想いを伝えて遊びましょう！

他

記事広告 記事広告

（公財）長浜文化スポーツ振興事業団から、
講座・教室・イベントの情報をお届けします！

～新型コロナウイルス感染拡大予防対策をとり、
安全な事業運営に努めます～

第２回  ふれあい音楽会～みんなでリズムを楽しもう～
　手作り楽器を使ってみんなで一緒に合奏しませんか♪親子で気軽にご参加ください。

【と　き】11月27日(土)10時30分開演(10時開場)予定
【ところ】 長浜市民交流センター (地福寺町)
【講　師】 七

し ち

里
り

一
か ず

美
み

、梅
う め

本
も と

伸
の ぶ

子
こ

、中
な か

路
じ

友
と も

恵
え

【定　員】40組(先着順)
【参加費】 １人５００円※０歳児無料
【申込み】11月４日(木)から長浜市民交流センター窓口または電話で受付を開始します。※事前予約制

問・申  (公財)長浜文化スポーツ振興事業団(長浜市民交流センター ) ☎６５－３３６６

第23回文スポ理事長杯 グラウンド・ゴルフ大会
【と　き】11月17日(水) ９時～ 12時30分※雨天時は11月18日(木)に延期
【ところ】 神照運動公園 多目的競技場(神照町)
【対　象】 一般
【参加費】 １人５００円
【定　員】150人(先着順)
【内　容】24ホールの個人ストロークマッチ
【申込み】11月１日(月)から神照運動公園窓口または電話で受付を開始します。

問・申  (公財)長浜文化スポーツ振興事業団(神照運動公園) ☎６５－３３９９

子育て情報は「子育て応援アプリ ながまるキッズ！」で便利にゲット
　イベントの情報や子育て関連施設情報、行政サービスの情報など、長浜
市での子育てに便利な情報が満載です。ぜひご利用ください。

＜便利ポイント！＞
　★ 子育ての最新情報がプッシュ通知で届くので、見逃す

ことがありません。
　★ パパママ・リフレッシュ託児などの予約が簡単にで

きます。

市公式ＹｏｕＴubeチャンネル

　健康や子育て、歴史、ＰＲムービー、ながはまテレビなどお
子さんからお年寄りまで楽しめる様々なジャンルの動画を掲
載しています。さらに、新型コロナウイルス感染症対策に役
立つ情報も満載です。ぜひチャンネル登録お願いします。

チャンネル登録はこちらから。
　YouTube内の検索からも
　登録できます。

長浜文化スポーツ
振興事業団ホームページ▶

▲長浜文化スポーツ
　振興事業団ホームページ
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お
知
ら
せ

な
が
は
ま
見
聞
録

至
誠
通
天

な
が
は
ま
の
文
化
財
／

な
が
は
ま
の
自
然
不
思
議
発
見

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

各
種
無
料
相
談

お
知
ら
せ

保
健
だ
よ
り

お
元
気
で
す
か

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

ohmi
law
office

掲載内容のお問い合わせは、直接広告主へ。広告に関する一切の責任は広告主に帰属し、市が推奨するものではありません。

有料広告欄 11
月
の
税
・
料

〇
市
県
民
税 

 

３
期

〇
国
民
健
康
保
険
料 

 

６
期

〇
介
護
保
険
料 

 

６
期

〇
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

 
 

５
期

　

市
税
・
料
の
納
め
方
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
。

長
浜
米
原
休
日
急
患
診
療
所

11
・
12
月
の
診
療
日
の
お
知
ら
せ

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、必
ず
電
話
の
う
え
、マ

ス
ク
を
着
用
し
受
診
く
だ
さ
い
。

※ 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
等
の
感
染
症
検
査

は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

☎
65
・
１
５
２
５

※ 

電
話
は
お
か
け
間
違
い
の
な

い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
診
療
日
】

11
月
３
日
、７
日
、14
日
、

　
　
21
日
、23
日
、28
日

12
月
５
日
、12
日
、19
日
、26
日
、

　
　
30
日
、31
日

【
受
付
時
間
】

８
時
30
分
～
11
時
30
分

12
時
30
分
～
17
時
30
分

【
診
療
時
間
】 

９
時
～
18
時

【
診
療
科
】 

内
科
・
小
児
科

【
場　
所
】

湖
北
医
療
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

「
メ
デ
ィ
サ
ポ
」内

(

宮
司
町
１
１
８
１・２
）

※ 

受
診
時
は
保
険
証
・
福
祉
医

療
券
・
お
薬
手
帳
・
母
子
健

康
手
帳(

乳
幼
児
の
場
合)

を
お

忘
れ
な
く
。

※ 

診
療
日
は
日
曜
・
祝
日
・
年
末

年
始(

12
月
30
日
～
１
月
３
日)

で
す
。

問
地
域
医
療
課(

☎
65
・
６
３
０
１)

日日時　場場所　内内容　講講師　対対象　定定員　費費用　持持ち物　申申込方法
締申込締切・期間　他その他　問問合せ

■マークの意味

申込方法や参加費等の記載がない催しは、申込不要、参加無料です。

掲載希望の場合は、下記の締切までにメールで原稿をお寄せください。kouhoushi@city.nagahama.lg.jp
１月号：11月17日(水)　２月号：12月16日(木)
●営利目的など掲載できない催しもあります。詳しくは政策デザイン課(☎65－6504）までお問い合わせください。

時

 

11
月
11
日(

木)
 

10
時
30
分
～
11

時
30
分
場
六
荘
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー(

勝
町)

講 

小こ

宮み
や

山ま

和か
ず

子こ

定 

15

人(

先
着
順)

費
５
０
０
円
、
託
児

１
０
０
円(

５
人
ま
で)

申
電
話
ま

た
は
メ
ー
ル
で
。

申 H
eart Train dai~dai~

村む
ら

山や
ま

(

☎
０
９
０・４
０
３
８・８
８
９
９)

daidai.risa@
gm

ail.com

◆
健
康
教
室

日

 

11
月
11
日(

木)
 

13
時
30
分
～
場

長
浜
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー(

地
福

寺
町)

内 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
基
本
～
正
し
く
知

る
こ
と
が
大
切
で
す
～
講 

長
浜
赤

十
字
病
院 

感
染
管
理
認
定
看
護
師

中な
か

村む
ら

忠た
だ

之し

問
湖
北
医
師
会(

☎
65
・

３
６
０
０)

◆
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
講
座

　

(

大
人
の
た
め
の
お
は
な
し
会)

日

 

11
月
20
日(

土)
 

13
時
30
分
～
場

長
浜
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー(

高

田
町)

内 

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

(

お
話
の
語
り)

を
学
び
ま
す
。
講 

「
子
ど
も
・
本
・
文
化
を
考
え
る

会
」
代
表 

大お
お

舩ふ
ね

め
ぐ
み
定 

先
着
20

人
申
電
話
で
。
問
お
は
な
し
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ま
め
っ
ち
ょ
」(

☎

０
９
０・３
８
２
０・２
１
１
６)

◆
み
ほ
先
生
の
絵
画
教
室

日
毎
月
第
４
土
曜
日
13
時
30
分
～

15
時
30
分
場
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー

ルV

ヴ
ォ
ー
チ
ェ

O
CE(

新
庄
寺
町)

内 

五
感
を

使
っ
た
作
品
制
作
に
取
り
組
み
ま

す
。
お
子
様
も
多
数
参
加
中
で
す
。

費 

５
０
０
円
／
回
問
株
式
会
社V

O
CE(

☎
０
９
０・８
９
３
３・９
７
５
６)

◆
湖
国
寮
入
寮
者
募
集

首
都
圏
で
学
ぶ
滋
賀
県
出
身
者
の

学
生
生
活
を
支
援
す
る
湖
国
協
会

で
は
、令
和
４
年
度
の
入
寮
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
場
東
京
都
武
蔵

野
市
西
久
保
２
ー
15
ー
30(

Ｊ
Ｒ
中

央
線
三
鷹
駅
か
ら
徒
歩
10
分)

対 

大

学
、
専
門
学
校
へ
進
学
す
る
18
歳

以
上
の
学
生
費
１
人
部
屋
の
場
合

８
２
，
０
０
０
円
／
月(

朝
夕
１
日

２
食
付)

申
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。
電
気
、
水
道

代
は
実
費
負
担
問
湖
国
寮(

☎
／
FAX 

０
４
２
２
・
55
・
１
１
３
５)

◆
バ
ー
デ
あ
ざ
い
65
歳
以
上

　
温
浴
無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

日

 

11
月
１
日(

月)

～
29
日(

月)

※
火
曜
日
は
休
館
日
で
す
が
23
日

(

火
・
祝)

は
営
業
し
ま
す
。
対
市
内

在
住
の
65
歳
以
上
の
人(

昭
和
31
年

11
月
30
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人)

定

各
日
20
人
申
電
話
も
し
く
は
直
接

(

事
前
予
約
制)

他
無
料
招
待
は
期
間

中
１
人
１
回
ま
で
。
受
付
で
生
年

月
日
が
確
認
で
き
る
も
の(

運
転
免

許
証
ま
た
は
保
険
証)

を
提
示
く
だ

さ
い
。
問
バ
ー
デ
あ
ざ
い(

☎
76
・

１
１
２
６)

◆
第
４
回
木
之
本
一
箱
古
本
市

　
﹁
い
ろ
は
に
ほ
ん
箱
﹂

本
と
縁
の
深
い
木
之
本
で
、
人
と
本

が
繋
が
る
き
っ
か
け
づ
く
り
を
目

的
に
古
本
市
を
開
催
し
ま
す
。
日

 

11
月
６
日(

土)
 

10
時
～
16
時
場
江

北
図
書
館
前
駐
車
場(

木
之
本
町
木

之
本)

問
実
行
委
員
会
事
務
局(

☎

０
９
０・６
９
０
０・４
５
１
２)

◆
滋
賀
県
調
理
短
期
大
学
校

　
第
30
回
料
理
展
示
会

日

 

11
月
10
日(
水)

 

10
時
30
分
～
15

時
※
昼
食
の
販
売
は
11
時
～
14
時

場
滋
賀
県
調
理
短
期
大
学
校(

分

木
町)

内
料
理
展
示
、
昼
食
の
販
売
、

学
生
に
よ
る
調
理
デ
モ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
等
問
滋
賀
県
調
理
短
期
大

学
校(

☎
62
・
０
７
９
５)

◆
私
の
暮
ら
し
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る

　
働
き
方
展(

合
同
企
業
説
明
会)

短
時
間
勤
務
・
パ
ー
ト
勤
務
・
リ

モ
ー
ト
勤
務
な
ど
幅
広
い
働
き
方

を
希
望
す
る
人
を
対
象
と
し
た
合

同
企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す(

学

生
不
可)

。
長
浜
の
企
業
を
は
じ
め
、

38
社
が
出
展
し
、
企
業
の
担
当
者
か

ら
直
接
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
日

 

11
月
17
日(

水)
 

10
時
～
12
時

30
分
、
13
時
30
分
～
16
時
※
入
替
制

場
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
彦
根(

彦
根
市
里

根
町)

費
無
料
申
前
日
ま
で
にLIN

E

で(

事
前
予
約
制)

。
他
無
料
託
児
、

無
料
駐
車
場
あ
り
問
し
が
ジ
ョ
ブ

パ
ー
ク 

フ
ィ
ッ
ト
展
事
務
局

(

☎
０
８
０・３
８
４
１・０
３
０
１)

LIN
E ID

:@
596sznlo

◆
長
浜
北
星
高
等
養
護
学
校

　
冬
の
販
売
会

日

 

11
月
20
日(

土)
 

10
～
12
時
※
荒

天
中
止
場
長
浜
北
星
高
等
養
護
学

校(

地
福
寺
町)

内
冬
の
花
苗
、
木
製

フ
ラ
ワ
ー
ス
タ
ン
ド
、
テ
ラ
コ
ッ

タ
、
さ
き
織
り
バ
ッ
ク
な
ど
の
販
売

他
商
品
持
ち
帰
り
用
袋
な
ど
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
問
長
浜
北
星
高

等
養
護
学
校(
☎
62
・
０
９
３
０)

◆
カ
イ
ゴ
と
フ
ク
シ
就
職

　
フ
ェ
ア
in
し
が

介
護
・
福
祉
の
仕
事
の
魅
力
が
分

か
る
絶
好
の
機
会
で
す
。
採
用
担

当
者
と
じ
っ
く
り
話
せ
ま
す
。
資

格
が
な
い
人
や
未
経
験
者
、
学
生

も
大
歓
迎
。
日

 

11
月
20
日(

土)
 

10

時
～
12
時
30
分
、
13
時
30
分
～
16
時

(

２
部
制)

※
受
付
は
30
分
前
か
ら
。

場
米
原
市
役
所(

米
原
市
米
原)

他
服

装
自
由
問
湖
北
介
護
・
福
祉
人
材

セ
ン
タ
ー(

☎
64
・
５
１
２
５)

◆
一
日
回
峰
行

小
谷
城
址
東
側
山
麓
で
紅
葉
と
歴

史
を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。
約
８

km
コ
ー
ス
に
、
西に

し

原は
ら

雄た
け

大ひ
ろ

学
芸
員

が
同
行
し
解
説
し
ま
す
。
日

 

11
月

23
日(

火
・
祝)

９
時
～
14
時
※
悪

天
候
時
中
止
場
五
先
賢
の
館(

北

野
町)

対
小
学
生
以
上(

３
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴)

定 

50
人(

先

着
順)

費
２
０
０
円(

小
中
学
生
無

料)

持
山
登
り
が
で
き
る
服
装
、
昼

食
、
雨
具
申 

11
月
20
日(

土)

ま
で
に

電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
。
他

マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
五
先
賢
の
館(

☎
74
・
０
５
６
０

／
FAX 

74
・
０
９
１
０)

gosenken@
zd.ztv.ne.jp

◆
中
川
能
舞
台
舞ま

い

囃ば
や

子し

会

日
 

11
月
23
日(

火
・
祝)

 

14
時
～
16

時
場
中
川
能
舞
台(

地
福
寺
町)

内
能

楽
師
に
よ
る
お
話
し
、
装
束
の
着
付

実
演
、
能
楽
愛
好
会
に
よ
る
舞
囃
子

(

着
装
束)

等
定 

40
人(

要
予
約)

費
大

人
８
０
０
円
、
小
中
高
生
３
０
０
円

申
電
話
ま
た
は
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
。
問
中
川
能
舞
台(

☎
62
・

０
６
３
０)

◆
桂か

つ
ら

華か

紋も
ん

独
演
会
・
黒
壁
の
ま
ち

　
落
語
登
竜
門
の
会
そ
の
１

日

 

11
月
28
日(

日)
 

15
時
開
演
場
文

泉
堂(

大
宮
町)

内 

上
方
落
語
３
席
費

１
，
８
０
０
円
申
電
話
で
。
問
白
扇

落
語
会
事
務
局(

☎
０
９
０・
８
５

６
５・７
５
５
８)

◆H

ハ

ー

ト

eart T

ト
㆑
イ
ン

rain

講
座

①
大
人
の
リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室

「
お
と
み
っ
く
」

時

 

11
月
９
日(

火)
 

10
時
30
分
～
11

時
30
分
場
六
荘
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー(

勝
町)

講 

中な
か

山や
ま

あ
り
か
定 

10

人(

先
着
順)

費
８
０
０
円(

初
参
加

無
料)

申
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
。

②
ヨ
ガ
教
室

お
知
ら
せ

講
座・教
室

●
お
こ
と
わ
り

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
催
し
が
延
期

や
中
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
お
問
合
せ
は
主
催
者
に
お
願

い
し
ま
す
。

み
ん
な
の
掲
示
板

市
民
の
皆
さ
ん
の
サ
ー
ク
ル
・
団

体
が
行
う
催
し
を
掲
載
し
ま
す
。

▲
湖
国
寮

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▲LIN
E

▲
中
川
能
舞
台

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▲
カ
イ
ゴ
と
フ
ク
シ
就
職

　
フ
ェ
ア
in
し
が

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

催　
し

募　
集

掲載内容のお問い合わせは、直接広告主へ。広告に関する一切の責任は広告主に帰属し、市が推奨するものではありません。
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今
月
の
表
紙
明
治
に
県
内
で
初
め
て
「
滋
賀
県
第
一
小
学
校
」
と
し
て
創
立
さ
れ
、
多
く
の
生
徒
を
育
み
、
地
域
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
長
浜
小
学
校
は
、
９
月
９
日
で
創
立
１
５
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

長
い
歴
史
の
中
で
引
き
継
が
れ
て
き
た
伝
統
を
未
来
に
繋
ぎ
ま
す
。

2021. 11
　

Vol.190
広

報
 な

が
は

ま
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年
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編
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発
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長
浜

市
政

策
デ

ザ
イ

ン
課

〒
526-8501

滋
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県
長

浜
市

八
幡

東
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632番
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  TEL 0749-62-4111  FAX 0749-63-4111
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人口と世帯数
令和３年 10 月１日現在

 植物油インキで印刷しています。

「広報ながはま」は、各自治会を通じてお届けしているほか、市民交流センターや図書館、まちづくり
センターなど市の公共施設やスーパー、診療所などにも置いています。また、市ホームページ、スマホ
からもご覧いただけます。声の広報も作成していますので、ご希望の場合は政策デザイン課まで。

人口 １１６，０８７人 （－63）
男 ５６，８８３人 （－37）
女 ５９，２０４人 （－26）
世帯数 ４６，８４３世帯（＋  8）

(　)は前月との比較

長浜市の情報をスマホでチェック
長浜市

ホームページ
Facebook

長浜市ほっとにゅ～す
Facebook

長浜市教育委員会
Instagram

＃長浜ちょぴっく
YouTube

はま～るtb.
広報紙をスマホで

マチイロ
災害・防災情報を配信

ＬＩＮＥ

学校・園活動
紹介

「
意
欲
・
友
愛
・
自
律
」

〜
自
信
と
誇
り
〜

　

本
校
で
は
、
め
ざ
す
生
徒
像
で
あ
る

「
意
欲
・
友
愛
・
自
律
」を
合
言
葉
に
、「
ふ

る
さ
と
を
想
い
、
高
い
志
を
持
ち
、
自
ら

学
ぶ
、心
豊
か
で
、た
く
ま
し
い
生
徒
」の

育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
様
々
な
制
約
を

受
け
る
中
で
す
が
、本
校
の
特
色
あ
る
教

育
活
動
は
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、生
活
の
基
盤
を
整
え
る
こ
と

に
力
を
入
れ
る
た
め
、「
立り

つ

腰よ
う

タ
イ
ム
」

を
市
内
で
も
先
が
け
て
導
入
し
、
毎
朝
、

腰
骨
を
立
て
る
こ
と
で
心
を
整
え
る
こ

と
に
繋
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、学
校
生
活

の
基
本
三
原
則「
時
を
守
り
、場
を
清
め
、

礼
を
正
す
」を
実
践
す
る
た
め
、
生
徒
会

執
行
部
が
中
心
と
な
り
、「
あ
い
さ
つ
運

動
」や「
無
言
清
掃
」な
ど
に
自
主
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
豊

か
な
心
を
育
む
活
動
と
し
て
、地
域
の
人

を
講
師
に
迎
え
た
「
茶
道
教
室
」
を
３
年

間
通
じ
て
実
施
し
、「
和わ

け
い
せ
い
じ
ゃ
く

敬
清
寂
」
の
心

に
触
れ
る
機
会
と
し
て
い
ま
す
。

　
２
年
生
の
３
学
期
に
は
「
立
志
式
」
を

開
き
、自
ら
の
将
来
の
目
標
を「
志
」と
し
、

保
護
者
・
地
域
の
人
の
前
で
発
表
す
る

こ
と
で
、た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
こ
と

に
繋
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
、生
徒
一
人

ひ
と
り
が「
自
信
と
誇
り
」を
も
ち
、自
ら

の
道
を
自
ら
切
り
拓
く
実
践
力
が
身
に

つ
い
て
き
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、地
域
の
人
々
の
支
援
を
得
な

が
ら
、未
来
の
長
浜
を
担
う
人
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。◀ 市教育委員会フェイスブック

学校・教育関係の情報が満載

56

東中学校

長浜子どものちかい ～わたしたちはちかいます～
ー. 元気にあいさつをします
ー. 名前を呼ばれたら「はい」と返事をします
ー.「ありがとう」「ごめんなさい」をすなおに言います
ー. 困っている人がいたら言葉をかけます
ー. 人の話をしっかり聞きます

長浜子育て憲章 ～おとなが実践します～
ー. 子どもに誠実に生きる姿を見せます
ー. 見守るまなざし、叱る勇気を大事にします
ー. ルールとマナーを教え、奉仕の心を育みます
ー. 自然や人々に感謝の心でふれあう子どもを育てます
ー. 長浜に誇りをもち、地域に貢献する子どもを育てます

▲東中立志会

　
「
お
い
し
い
お
米
を
作
り
た
い
」
と
理

想
の
お
米
作
り
を
追
求
す
る
吉
田
さ
ん
。

熱
意
を
込
め
作
っ
た
お
米
を
、
今
日
も
全

国
の
お
客
さ
ん
に
届
け
ま
す
。

　

農
家
の
生
ま
れ
な
が
ら
、
吉
田
さ
ん
が

抱
い
て
い
た
農
家
の
印
象
は
「
か
っ
こ
わ

る
い
」。
家
業
を
継
ぐ
こ
と
な
ど
夢
想
い

だ
に
し
な
か
っ
た
吉
田
さ
ん
で
す
が
、
30

歳
に
し
て
料
理
人
か
ら
稲
作
農
家
に
転

身
を
果
た
し
ま
す
。

　

そ
の
き
っ
か
け
は
、
調
理
場
か
ら
出
る

生
ゴ
ミ
か
ら
環
境
問
題
に
興
味
を
持
っ

た
こ
と
。
講
演
会
な
ど
に
参
加
し
学
び

を
深
め
る
中
で
、
食
の
安
全
に
も
関
心
を

持
つ
よ
う
に
。
そ
し
て
、
視
察
し
た
有
機

栽
培
農
家
の
「
単
に
お
米
を
作
っ
て
売
る

だ
け
で
な
く
、
食
べ
る
人
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
お
米
づ
く
り
」の
姿
勢
を
見
て
、「
こ

ん
な
か
っ
こ
い
い
農
業
を
し
た
い
」
と
農

業
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
一
変
し
ま
す
。

農
業
の
知
識
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

人
生
の
師
匠
か
ら
「
自
分
が
し
た
方
が
良

い
と
思
う
こ
と
は
行
動
に
移
さ
な
い
と

何
も
し
な
い
の
と
同
じ
」
と
い
う
言
葉
に

背
を
押
さ
れ
、
就
農
を
決
意
。「
食
べ
物

に
色
々
な
不
安
を
抱
え
た
消
費
者
の
た

め
に
、
安
全
で
お
い
し
い
お

米
を
安
く
提
供
す
る
」
と
、

無
農
薬
有
機
肥
料
や
低
農
薬

に
よ
る
栽
培
を
開
始
し
、
米

粉
事
業
な
ど
様
々
な
挑
戦
も

し
て
き
ま
し
た
。
除
草
剤
を

使
用
せ
ず
に
草
だ
ら
け
に
し

て
、
父
親
と
衝
突
し
た
り
、

一
面
に
植
え
た
稲
が
生
え
な

か
っ
た
り
、
理
想
の
お
米
作

り
の
た
め
に
新
調
し
た
機
械

に
よ
り
経
営
が
厳
し
か
っ

た
り
と
、
苦
し
い
時
期
も
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、「
そ
れ
ら
の
経
験

が
今
に
繋
が
っ
て
い
る
」
と
プ
ラ
ス
に
考

え
る
吉
田
さ
ん
。「
農
業
を
始
め
た
の
が

遅
か
っ
た
の
で
、
挑
戦
し
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
と
思
っ
た
。
ダ
メ
だ
っ
た
こ

と
よ
り
も
、
よ
か
っ
た
こ
と
に
目
を
向
け

た
い
」
と
ま
っ
す
ぐ
進
ん
で
き
た
結
果
、

徐
々
に
注
文
が
増
え
て
い
き
、
父
親
も
吉

田
さ
ん
の
進
め
方
に
理
解
を
示
し
、
他
に

は
な
い
協
力
者
に
。
そ
し
て
、
数
々
の
賞

を
受
賞
す
る
中
、
特
に
滋
賀
県
産
と
し
て

初
め
て
受
賞
し
た
「
全
国
米
・
食
味
分
析

鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
金
賞
」
は
、
大
き
な
自

信
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
農
業
は
た
だ
の
仕
事
で
な
く
人
生
そ

の
も
の
。
思
い
通
り
に
い
か
な
い
か
ら

飽
き
な
い
し
、
新
た
な
価
値
を
生
み
出
せ

る
面
白
い
も
の
」
と
目
を
輝
か
せ
る
吉
田

さ
ん
。
農
業
の
魅
力
や
楽
し
さ
を
子
ど

も
た
ち
に
も
伝
え
た
い
と
、
学
校
や
園
で

田
植
え
体
験
な
ど
を
一
緒
に
泥
ん
こ
に

な
り
な
が
ら
楽
し
ん
で
行
い
ま
す
。

　
「
農
業
は
楽
し
い
し
、
か
っ
こ
い
い
」。

吉
田
さ
ん
は
そ
の
魅
力
を
子
ど
も
た
ち

の
未
来
に
繋
ぐ
た
め
、
自
ら
が
指
標
と
な

り
、挑
戦
し
続
け
ま
す
。

農業は生きる糧

吉
よ し

田
だ

 道
み ち

明
あ き

さん(三川町)

稲作農家


